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長与自慢「長与の歴史」P2

長崎がんばらんば国体デモスポ行事が開催されましたP10
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N
大村湾堂崎鼻

１
３
９
１
年（
明
徳
2
年
）

寺
屋
敷
五
輪
塔
群
が
つ
く
ら
れ
始
め
る

中
尾
城
、浜
の
城（
唾
飲
城
）が
築
か
れ
る

１
５
８
６
年（
天
正
14
年
）

唾
飲
城
の
戦

１
５
９
６
年（
慶
長
元
年
）

初
め
て
塩
田
が
開
か
れ
る

１
６
６
７
年（
寛
文
２
年
）

長
与
皿
山
開
窯（
〜
１
６
９
２
年
）

１
７
１
２
年（
正
徳
２
年
）

長
与
皿
山
再
開（
〜
１
８
２
０
年
）

１
８
４
５
年（
弘
化
２
年
）

長
与
皿
山
再
々
開（
〜
１
８
５
９
年
）

鎌倉時代桃山時代江戸時代 室町時代

長与の主な遺跡
■ 長与堂崎遺跡
■ 前田川内洞穴
■  長与皿山窯跡
■ 寺屋敷跡五輪塔群
■ 中尾城跡

長与三彩

五輪塔群

長与三彩は最高の材料と技術が要
求される非常に高価な品物であっ
たため、将軍家への献上品や大名
間の贈答品などに用いられました。
近年長与で三彩が焼かれていたこ
とがようやく分かりましたが、まだ
謎の多い焼き物でもあります。

筒型花生が町民文化ホールの２階
展示コーナーで、常設展示されて
います。

つつがた はないけ

県内でもこれほどまとまった五輪
塔群は少なく、県史跡に指定され
ています。また、町内唯一の中世

の金石文（石に刻まれた文字）が刻
まれています。
「明徳・永享・寛正・明応・天文」と、
南北朝時代～室町時代～戦国時
代にかけて建立されたものとみな
されています。かつての当地の領
主、長与一族に関係のあるもので
はないかと考えられています。

史
料
に「
長
与
」が
登
場
し
始
め
る

長与堂崎遺跡

前田川内洞穴

中尾城跡

寺屋敷跡五輪塔群長与皿山窯跡

浜の城

きんせきぶん
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ながよ
自慢

シリーズ 4

長与の歴史

古
い
歴
史
と
文
化
を

有
す
る
長
与
町
。

　

堂
崎
遺
跡
、五
輪
塔
群
、中
尾
城
跡
、長
与
窯（
長

与
三
彩
）な
ど
そ
の
面
影
を
語
る
史
跡
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま
た
、か
つ
て
は
豪
族
長
与
一
族
が
支

配
し
た
時
代
が
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
身
近
な
土
地
の
、こ
れ

ま
で
の
歴
史
を
正
し
く
認
識
し
、歴
史
か
ら
学
ぶ
こ

と
は
、生
き
て
い
く
う
え
で
役
立
つ
こ
と
で
す
。

　

今
年
６
月
〜
７
月
に
初
め
て
開
催
さ
れ
た『
長
与

町
文
化
講
座
そ
の
1（
考
古
学
）』。考
古
地
理
学
が

ご
専
門
の
久
原
巻
二
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、野

外
調
査
を
交
え
、長
与
の
地
理
や
歴
史
概
観
、旧
石

器
時
代
か
ら
中
世
・
近
世
に
か
け
て
学
び
ま
し
た
。今

回
の
特
集
で
は
、そ
の
講
座
の
中
か
ら
堂
崎
遺
跡
、山

城
に
つ
い
て
、そ
し
て
長
与
の
地
名
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

歴
史
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
見
え
る
景
色
。

　

長
与
の
よ
さ
を
知
り
、深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

講師の久原巻二先生

長与町文化講座の様子

旧石器時代

﹇
堂
崎
Ⅰ
﹈の
文
化
期

長
与
に
初
め
て
ヒ
ト
が
登
場
。ナ
イ
フ

形
石
器
や
台
形
石
器
で
狩
猟・採
集

﹇
堂
崎
Ⅱ
﹈の
文
化
期

細
石
刃
が
組
み
合
わ
せ
道
具
と
し
て

利
用
さ
れ
る

縄文時代弥生時代古墳時代飛鳥時代奈良時代平安時代

前
田
川
内
洞
穴
で
押
型
文
土
器
が
使

用
さ
れ
る

堂
崎
で
打
製
石
斧
が
使
用
さ
れ
る

堂
崎
で
弥
生
土
器
が
使
用
さ
れ
る

堂
崎
で
須
恵
器
が
使
用
さ
れ
る

長
与
町
の
主
な
で
き
ご
と

歴
史
を
通
し
て
、

ま
ち
を
見
つ
め
る
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堂崎から出土した石器
［堂崎Ⅰ］ 石器文化

ナイフ形石器

［堂崎Ⅱ］ 石器文化

台形石器（台形様石器）

ナイフ形石器使用例
旧石器時代を代表する石器です。母岩（石核）からは

ぎ取った縦長の剥片の鋭い一辺を刃として利用しま
した。背部にあたる他辺に刃潰し加工（ブランティング）
しています。
　　 突く、切る、削る（槍先、ナイフとして利用された
狩猟具、加工具、調理具）

はく へん

縦長の剥片を加工し、ほぼ台形に仕上げたこ
とから、台形石器という名前になりました。骨
などに彫った溝に数個を埋め込んで利用する
組み合わせ道具と考えられています。

　　  主に矢先（鏃）として利用されたよう
です。

やじり

長さ３～４㎝、幅数㎜～１cmくらいの細石器です。
カミソリのような、薄く、鋭い刃があり、ほぼ同じ大きさをしています。
木や鹿の角などで作った棒状の柄に溝を彫り、数個の細石刃を並べて埋め込み、組
み合わせ道具として使いました。細石核は、細石刃を作るもとになる石のことです。
　　　槍先、刃物

石器の
製作方法

直接打撃

石器のもとになる母石（石核）
を、石や動物の角・骨など使って
叩き割って作りました。

直接叩いて割る方法で、基本の作
り方です。

間接打撃
動物の角などを介して割る方法
です。一定の形をした石器を作る
ことができます。

細石刃と細石核
さい  せき  じん

細石刃の使用例／「ふるさと学習資料Ⅰ」より

用途

用途

用途
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長
与
町

最
古
の
文
化

堂
崎

遺
跡堂崎遺跡（見通しのよい丘陵地形）

ハ
ン
タ
ー
の
す
み
か

　

堂
崎
遺
跡
は
長
与
町
岡
郷
堂
崎
に
あ
り
、琴
ノ

尾
岳
の
北
斜
面
が
徐
々
に
低
く
な
り
、大
村
湾
に

没
す
る
と
こ
ろ
に
で
き
た
堂
崎
ノ
鼻
に
あ
り
ま

す
。長
与
町
の
最
北
端
に
あ
た
り
ま
す
。

　

旧
石
器
時
代
の
石
器（
堂
崎
Ⅰ
文
化
、堂
崎
Ⅱ
文

化
）の
ほ
か
、縄
文
土
器
、弥
生
土
器
や
須
恵
器
な

ど
も
見
つ
か
っ
て
お
り
、旧
石
器
時
代
か
ら
縄
文
、

弥
生
、古
墳
文
化
と
長
く
続
い
た
遺
跡
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

岬
の
先
端
に
は
観
音
様
が
祀
ら
れ
、そ
の
そ
ば

に
湧
水
が
あ
り
ま
す
。今
も
残
る
こ
の
湧
水
は
、旧

石
器
時
代
の
人
の
喉
を
潤
し
て
い
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

旧
石
器
時
代
と
は
？

　

旧
石
器
時
代
は
今
か
ら
約
３
万
〜
１
万

5
0
0
0
年
ほ
ど
前
で
、人
々
は
狩
猟
や
採
集
活

動
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

厳
し
い
自
然
環
境
の
中
で
、見
晴
し
の
よ
い
段
丘

や
丘
陵
端
に
立
地
す
る
堂
崎
で
、簡
単
な
組
木
づ

く
り
の
小
屋
に
、草
木
や
動
物
の
毛
皮
で
屋
根
を

葺
き
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　

食
糧
確
保
の
た
め
の
狩
猟
を
主
と
し
、定
住
で

は
な
く
、移
動
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
大
村
湾
に
海
水
は
侵
入
し
て
お
ら
ず
海
が

な
か
っ
た
た
め
、魚
や
貝
を
採
る
作
業（
漁
撈
）は
行

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ぎ
ょ
ろ
う

　

旧
石
器
時
代
の
長
与
は
、お
お
ま
か
に﹇
堂
崎
Ⅰ
﹈

﹇
堂
崎
Ⅱ
﹈と
、二
つ
の
小
文
化
期
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

●氷河期の最寒冷期（ビュルム氷期）で、現在よ
りもかなり気温が低かった。
●ナウマン象、オオツノジカなどの大型獣類が生
息していた。

●ナイフ形石器や台形石器が使われ、狩猟や採
集活動を行っていた。

●現在の東北地方北部や北海道で見られるよう
な森（落葉広葉樹と針葉樹）があった。

●海面が著しく低下し、100m以上も下がってい
た。

●五島や壱岐まで陸続きとなり、大村湾に海水
はなく、盆地となっていた。

●晩氷期と呼ばれる温暖化の時期で、徐々に現
在の環境に近くなってくる。

●大村湾はまだ盆地。
●温暖化により自然環境、特に出現する動物や
植物が変化してくる。

●大型獣が少なくなり、小型で敏捷な動物が主
体となってくる。

●環境の変化により、使用する道具、石器も変
化し、細石器が使用される。

旧
石
器
時
代
の
長
与
は
、お
お

期
に

期
か
マン象、オオツノジカなどの大型獣 生

期の最寒冷期（ビュルム
かなり気温が低かった。
マン象、オオツノジカなどの大型獣類が生

「堂崎Ⅰ」の
時代の特徴

（約３万年～２万年前ごろ）

﹇
堂
崎
Ⅱ
﹈

堂崎Ⅰ」の
代 器

時
代
の
長
与
は
お

、二
つ
の
小
文
化
期

よム氷期）で、現在よ

～２万年前ごろ）～２万年前ごろ

と
、

代の特徴

●環境の変化により、使用する道具、石
化し、細石器が使用される。化し、細石器

「堂崎Ⅱ」の
時代の特徴
約1万5000年前～
1万6000年前ごろ
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中尾城跡 長
崎
方
面
か
ら
の
備
え

　大規模で頑丈な構造の土塁など完全な防備があ
る城です。しかし城内で生活した跡がみられないた
め、長与一帯で万一のことがあった場合を想定し、非
常時に備えることを目的に前もって構築された城で
はないかとみられています。実際には非常事態は起
きなかったようです。
　土塁、石垣、堀切りなどが残っています。

標高92 m

西高田城跡
　東高田城と一体の関係にあり、標高も約30ｍ高かっ
たため、長与方面へ敵の侵入をいち早く連絡する目的
を持っていました。「のろし台」とみられるものがありま
す。のろし台は岩盤をくり抜く形式で作られており、これ
はこの城独特のものと言われています。

主郭標高87 m

飯盛城跡
　「長与中央公民館」そばの階段を上ると森の中に七面
社が祀られており、ここが出丸だったと考えられます。
東の谷を隔てた丘を上がると本丸があります。
　６つの山城の中心に位置します。

高尾の平城跡
　全体として森が深く、傾斜も急で、町内の城の中で
は標高が最も高く、石垣が発達しています。この城だ
けは川に囲まれておらず、丸田岳に殿様を逃がすた
めの城だったのではないかとも考えられます。

標高70 mほど

標高150 m

東高田城跡
　西高田城と似たような築城技術で作られ、西高田
城の「出城」的性格をもって構築されたと考えられま
す。西高田城よりも長崎方面の街道筋がかなり先ま
で見渡せるため、長崎街道からの敵侵入の監視をし
て、長与領域の長崎方面に対する外郭前線防衛拠点
であったとみられます。すなわち、西高田城と一体の
城として、一時的にここで防御するための出城であっ
たようです。
　見事な堀切りが残っています。

標高62 m
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長与駅

本川内駅

高田駅

道ノ尾駅

長与町役場

大村湾

長
与
川

町民文化ホール
中尾城

飯盛城

浜の城
（唾飲城）

琴ノ尾岳

西高田城

東高田城

高尾の平城

ふれあい広場

207

207

206

45

33

113

岳岳

　

長
与
町
に
は
、６
つ
の
山
城
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。建
物
の
跡（
作
事
）が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
た
め
、現
在

は
一
見
普
通
の
山
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、山
を
登
っ
て
よ

く
見
て
み
る
と
防
御
遺
構
と
な
る
石
垣
や
堀
の
跡
が
あ
り
、

そ
こ
に
山
城
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

さ
く
じ

❶
比
較
的
標
高
が
低
く
、小
高
い
丘
陵
に
あ
る
。

↓
元
々
あ
っ
た
山
や
地
形
を
活
用
し
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

❷
大
半
が
長
与
川
、高
田
川
に
沿
っ
て
お
り
、川
が
外
堀
の

役
割
を
果
し
て
い
た
。

❸
町
域
の
中
西
部
に
あ
り
、城
の
間
隔
が
狭
い
。

↓
単
独
で
機
能
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で

は
な
く
、一
定
の
連
携
を
想
定
し
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。

❹
い
つ
、誰
が
、何
の
た
め
に
つ
く
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
が

は
っ
き
り
と
分
か
っ
て
い
な
い
。

↓
中
尾
城
や
浜
の
城
は
、天
文
年
間
の
こ
ろ
、地
頭
の
長
与

権
之
助
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
た
の
で
は
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、は
っ
き
り
と
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

中
世
の

や
ま
し
ろ

山
城

長
与
の
山
城
跡
の
特
徴

浜の城（唾飲城）跡
海
か
ら
の
備
え

　天文のころ（1532～55年）地頭長与権之介
によって築かれたといわれています。
　長与氏の山城の役割を果たし、昔満潮時には
長与川の水が山裾まで迫り、天然の要害（とりで）
であったそうです。

唾飲城の名前の由来
　1586年（天正14年）長与の地頭長与太郎
右衛門純一（すみかず）が自分の所領内の内
紛のため、領主である大村純忠に背き、城に立
て籠りました。純忠の軍が浜の城を攻めたと
き、急坂なため攻めにくく、９月の半ばのころと
大変な暑さのため喉の渇きに見舞われていま
した。誰ともなく「梅干し、梅干し」と叫び、それ
を思い浮かべて生唾を飲み込み喉の渇きが
止まって士気が上がったと言わることから、唾
飲城と呼ばれるようになりました。そのとき梅
干しと叫んだのが、大村彦右衛門であったと
言われています。

標高116 m
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久原巻ニ先生
インタビュー

元高校地理（社会）
教員。４年前に定
年退職され、現在、
長与町文化振興
審議委員を務めら
れています。

略歴

　

幼
少
の
こ
ろ
か
ら
社
会
が
好
き
で
し
た
が
、高
校

時
代
に
考
古
学
部
に
入
部
し
、多
く
の
旧
石
器
時

代
の
石
器
を
発
見
し
た
こ
と
で
、さ
ら
に
強
く
惹
か

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、高
校
２
年
生

の
時「
考
古
地
理
学
」と
い
う
学
問
を
知
り
、地
理

学
に
も
興
味
が
あ
っ
た
た
め
、そ
の
道
に
進
む
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。

　

長
与
の
歴
史
に
は
ま
だ
ま
だ
調
べ
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
や
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。多
様
性
が
あ
る
長
与
の
歴
史
を
調

べ
た
り
、他
の
地
域
と
の
関
連
や
深
ま
り
に
つ
い
て

勉
強
で
き
る
余
地
が
あ
る
こ
と
が
面
白
い
と
思
い

ま
す
。

　

長
与
の
背
骨
で
あ
る
長
与
川
で
す
。長
与
の
面

積
の
７
割
近
く
を
長
与
川
流
域
が
占
め
ま
す
。そ
の

た
め「
長
与
川
」と
い
う
観
点
か
ら
地
理
や
歴
史
を

み
る
と
、長
与
川
沿
い
に
町
が
発
展
し
、重
要
な
役

割
を
果
た
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。そ
こ
か
ら
長

与
と
い
う
地
域
性
を
感
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。ま

た
、長
与
の
変
化
と
と
も
に
近
隣
都
市
圏
も
変
化

す
る
な
ど
、時
間
と
地
域
の
連
続
性
が
あ
り
ま
す
。

今
後
は
長
与
の
変
遷
史
的
総
合
研
究
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
長
与
博
士
」に
な
ろ
う
と
い
う
テ
ー
マ
で
子
ど

も
た
ち
に
授
業
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。長
与
博
士
と
は
、長
与
に
つ
い
て
深
く
知
識
が

あ
る
こ
と
で
は
な
く
、長
与
を
誰
よ
り
も
好
き
な
こ

と
で
す
。好
き
な
こ
と
は
知
り
た
い
、調
べ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
し
、調
べ
る
と
よ
り
好
き
に
な
り
ま

す
。長
与
を
知
る
こ
と
で
自
分
の
故
郷
を
い
っ
そ
う

自
慢
で
き
、誇
り
に
思
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。こ
う

し
た
長
与
を
誇
れ
る
子
ど
も
こ
そ
長
与
博
士
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

歴
史
に
興
味
を
持
た
れ
た
き
っ
か
け
は
？

歴
史
の
面
白
い
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か
？

長
与
の
こ
と
で
今
、

興
味
が
あ
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

歴
史
の
面
白
い
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か
？

長
与
の

講
演
会
■時12月７日㊐13時～16時
■所長与町公民館　大ホール
■対長与の歴史に興味をお持ちの方
■料無料
■他演題 「長与の歴史地理」
　 講師 久原　巻二氏
　（地元北陽台高校をはじめ、県内各
地の高校で教鞭をとり、猶興館高
校、佐世保北中学校・高校の校長を
歴任。県の教育委員会では、埋蔵
文化財の発掘調査なども手掛け
る。主な現場は九州横断自動車道
建設にともなう発掘調査などがあ
る。現在、長与町文化振興審議委
員を務める）

　主催 長与町郷土誌友の会・長与町
　教育委員会共催
　 後援 長与町
■問長与町郷土誌友の会事務局
　 尾上隆三
　☎・6 883-3698

主催 

後援 

もっと長与町の歴史を知りたい！

があります。
「長与町郷土誌」

今日まで脈々と受け継がれ
てきた長与町の歴史やふる
さとの変遷が、上下巻の郷土
誌にまとめられています。

長与町図書館で閲覧できるほ
か、生涯学習課窓口（長与町役
場２階）で販売（上下巻ともに１
冊2,000円）しています。

歴 

史
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長
江

長
与
の

地
名

　

地
名
は
、国
内
で
同
じ
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、「
長
与
」と
い
う
地
名
は

珍
し
く
、日
本
で
は
唯
一
の
地
名
で
す
。

　

長
与
と
い
う
地
名
の
語
源
は
、神
功
皇
后
が
長

与
で
野
営
を
し
た
時
に
、寒
さ
の
た
め
一
睡
も
で
き

ず
夜
明
け
を
待
っ
た
と
い
い「
あ
あ
！
長
夜
だ
」と

い
っ
て
た
め
息
を
つ
か
れ
た
こ
と
か
ら「
な
が
よ

（
長
夜
）」と
な
っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
り
ま
す

が
、そ
の
他
の
説
も
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

①
長
与
湾
は
、大
村
湾
の
ま
た
そ
の
奥
に
形
成
さ

れ
た
小
さ
な
湾
で
す
が
、入
江
が
北
に
開
口

し
て
海
水
が
か
な
り
奥
ま
で
河
口
を
さ
か
の

ぼ
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
長
い
入
り
江
と
い

う
地
形
的
な
理
由
か
ら「
長
江
」と
な
り
、「
長

江
」が
長
与
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

②
長
与
の「
与
」と
い
う
漢
字
は
、「
與
」が
転
化

し
て
、「
輿
」と
い
う
漢
字
を
使
用
し
て
い
ま

し
た
。「
輿
」に
は「
と
ち
」や「
だ
い
ち
」と
い

う
意
味
が
あ
り
、長
く
細
い
地
形
だ
っ
た
こ

と
か
ら
長
与
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

﹇
本
川
内
郷
﹈

「
か
わ
ち
」「
こ
う
ち
」は
急
な
斜
面
か
ら
平
坦
な
場
所
に

出
る
川
沿
い
の
所
を
意
味
す
る
地
名
で
す
。川
内
、河
内
、

高
地
、高
知
な
ど
の
漢
字
を
あ
て
ま
す
。

﹇
平
木
場
郷
﹈

「
こ
ば
」「
き
ば
」は
焼
畑
地
名
で
、森
林
を
伐
採
し
た
跡
に

火
入
れ
を
行
い
、そ
の
跡
に「
あ
わ
」「
ひ
え
」「
そ
ば
」を
数

年
植
え
て
、そ
の
後
に
植
林
を
行
っ
た
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る

地
名
で
す
。町
内
に
は
多
く
の「
木
場
」が
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、「
ひ
ら
」は
傾
斜
地
を
意
味
す
る
地
名
で
す
。

﹇
三
根
郷
﹈

山
あ
い
の「
峰
」や「
と
が
っ
た
尾
根
」の
地
形
が
あ
る
と
こ

ろ
に
多
く
見
ら
れ
る
地
名
で
す
。

﹇
吉
無
田
郷
﹈

「
む
た
」は「
ぬ
た
」「
に
た
」と
同
じ
湿
地
を
意
味
す
る
地

名
で
、近
世
の
新
田
開
発
に
起
因
し
ま
す
。「
よ
し
」は
湿

地
に
繁
茂
す
る
葦（
あ
し
）を
指
し
て
い
ま
す
が
、「
あ
し
」

は「
悪
」に
通
じ
る
た
め
、一
般
に
は「
よ
し
」が
使
用
さ
れ
、

漢
字
の「
吉
」を
あ
て
て
い
る
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。

﹇
高
田
郷
﹈

「
大
村
郷
村
記
」に
は
幸
田
郷
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
高
田
郷
と
書
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。「
こ
う
だ
」は
一
般
に
は
中
世
に
起
源
を
も
つ「
開
拓
」

地
名
で
、高
田
、幸
田
、幸
谷
、荒
野
、高
野
と
同
じ
部
類
に

属
し
ま
す
。

﹇
丸
田
郷
﹈

丸
型
の
田
ん
ぼ
、土
地
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
つ
い
た
地
名
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。現
在
丸
型
の
田
ん
ぼ
は
あ
ま
り
見
ら
れ

ま
せ
ん
が
、丸
い
形
は
牛
馬
耕
に
向
い
て
い
る
た
め
、丸
い
田
ん

ぼ
が
多
く
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

﹇
嬉
里
郷
﹈

「
嬉
」と
は
、奥
の
方
、上
の
方
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
は
舟
津
が
長
与
の
入
口
だ
っ
た
た
め
、舟
津
方
面
か

ら
奥
に
位
置
し
て
い
た
た
め
こ
の
地
名
が
つ
い
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

﹇
斉
藤
郷
﹈

そ
の
昔
、平
家
の
将 

斎
藤
別
当
実
盛
の
子
孫
が
代
々
こ
の

地
に
住
ん
で
い
た
た
め
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
り
ま
す
。ま

た
、一
般
的
に
神
社
や
祠
が
祀
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
つ
く
こ

と
が
多
い
地
名
で
す
。

﹇
岡
郷
﹈

「
を
か
」は
周
囲
の
土
地
よ
り
小
高
く
な
っ
て
い
る
所
、山
裾

の
丘
陵
の
地
形
を
指
す
地
名
で
す
。

﹇
ま
な
び
野
﹈

長
与
町
が
教
育
の
町
と
し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
に
、学
園

都
市
構
想
の
一
角
と
し
て
シ
ー
ボ
ル
ト
大
学（
当
時
）の
誘

致
が
行
わ
れ
、全
国
に
学
園
都
市
と
し
て
発
信
し
て
い
け

る
こ
と
を
願
っ
て
つ
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

﹇
本
川
内
郷
﹈

丸

郷

郷
地
名
の
由
来
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「心からのおもてなし」清掃活動を行いました！

長崎県ソフトボール少年女子選抜チーム表敬訪問

　全国から長与町にお見えになる選手や応援団、大会関係者をおもてなしする気持ちを込め、10月11日に清掃の奉
仕活動が行われました。長与駅前～会場となるふれあい広場までの区間を、長与・時津シルバー人材センターの会員、
地域住民の皆さま、役場職員など約200人が清掃を行いました。
　シルバーの会員は揃いのはっぴを着用して、ごみ拾いや草取りなどを行いました。
　参加者たちはおもてなしの気持ちを込め、清掃活動に汗を流し、国体への機運を高めていました。

　国体開催直前の10月14日に役場を訪れ、国体出場の表敬訪問を行いました。
　監督の碇昌朋さん（九州文化学園高校）は「事前の準備から、町民の皆さんの心遣いありがとうございます。選手は熱
い気持ちで試合に臨みます。最高の形で終われるよう頑張ります」と話されました。また、主将の清水千加さん（九州文化
学園高校）は、「明るく元気いっぱいのチームです。多くの方の期待とこれまでのご協力を胸に精一杯がんばります。目標
は優勝です」と力強く述べてくれました。
　長崎県ソフトボール少年女子チームは、九州文化学園高校のメンバーを中心に、長崎商業高校・向陽高校の混成チー
ムで結成され、10月11日～16日まで町内で事前合宿を行いました。
　国体では連日の熱戦を戦い、見事3位に輝きました。

国
体
お
知
ら
せ

11 広報ながよ 2014.11

「長崎がんばらんば国体長与町実行委員会事務局」
☎095-801-5666　6095-883-7151　E-mail : kokutai@nagayo.jp　
http://www.2014kokutai-nagayo.jp

長崎がんばらんば国体・長崎がんばらんば大会への

ご協力ありがとうございました！

国体デモスポ行事
「ターゲット・バードゴルフ」が開催されました!!

　10月のがんばらんば国体、11月のがんばらんば大会も閉幕し、
盛会の内に終了することができました。
　大会関係者の皆さまを始め、ボランティアの皆さま、地域応援団・
各自治会の皆さま、周辺住民の方々、会場での熱い応援や花いっぱ
いでのおもてなしなど、多くの方々のご協力により、選手の皆さんを
温かく歓迎することができました。また会場は、連日大いに盛り上がり、
皆さんにとっても記憶に残る大会になったのではないかと思います。
　これまでの皆さまのご支援・ご協力誠にありがとうございました。
　大会の結果と詳しい内容については、来月号の「広報ながよ」でお知らせします。

　国体の開催に先がけ、10月4日、デモンストレーションとしてのスポーツ行事「ター
ゲット・バードゴルフ」が、多目芝生広場で開催されました。
　県内各地から、ターゲット・バードゴルフ愛好者約150人が参加し、熱戦が繰り広げ
られました。大会当日は風が強く、選手の皆さんは悪戦苦闘しながら一生懸命プレー
していましたが、同時に県内の愛好者の方との親睦や交流が図られていました。
　また、表彰式では各クラス1位～3位の表彰に加え、最高齢参加者の川口隆敏さん
（91歳 高田郷）に、特別賞が贈られました。
　選手の皆さん、応援に来ていただいた皆さん、大変お疲れさまでした!!

ご協力ありがとう
ございました！

一般男子の部
①小川　秋夫（時津TBG協会）
②富永　勝義（長与TBG協会）
③中村　博幸（長与TBG協会）

一般女子の部
①釜　　冷子（長与TBG協会）
②田中　誠子（長崎TBGクラブ）
③池添喜代子（大村TBGクラブ）

成績 シニア男子の部
①堀江　貞夫（佐世保TBGクラブ）
②福田　哲也（長崎TBGクラブ）
③川口　忠計（諫早TBGクラブ）

シニア女子の部
①松本　珠恵（長与TBG協会）
②山下　春子（長与TBG協会）
③武藤　敦子（長与TBG協会）

国
体
お
知
ら
せ
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第27回全国健康福祉祭とちぎ大会「ねんりんピック栃木2014」

ねんりんピック栃木美術展洋画部門で
最高賞「厚生労働大臣賞」受賞
－井戸口　達三さん（三根郷）－

百歳の長寿を祝って
－大正3年10月8日生まれ　平井　ツタヱ　様－

長与町新図書館基本構想
策定委員会がスタートしました。

　長与町より、お誕生日に施設を訪問し、「おめで
とうございます。これからもご自愛ください」とお
祝いの言葉と記念品をお贈りしました。
　気丈で厳しい性格で、また頭も良く新聞を隅々ま
で読むのが日課だったそうです。60代で大病を患
われた後も健康管理に気を付けて、94歳までご自
宅で生活されていました。
（10月9日に逝去されました。心よりご冥福をお祈
りいたします）

　新図書館の基礎となる基本構想を策定するために、
12人の委員で構成された策定委員会の第1回の会議
が10月16日に開催されました。
　7月に教育長へ答申された「整備基本計画書」を
基本として、新図書館について施策・財源・運営な
どの観点から検討を加え、町の新図書館建設につい
ての基本的な考えをまとめたものになります。
　来年3月末の答申まで、8回程度の予定で開催され、
まず第1回は、委嘱状の交付や委員長選出、これか
らの進め方や基本的な考え方など共通認識の確認が
行われました。
　吉田町長は挨拶の中で、長与町の活性化に繋がり、
町民に親しまれる図書館を目指して検討をお願いし
たいと述べ、策定委員会の各委員へ委嘱状を交付し
ました。

　10月4日～ 7日に、60歳以上のスポーツと文化の祭典「ねんりんピック」が栃木県内各地で開催されました。
長与町からも3種目に10人出場されました。日頃の練習を生かしていきいきとプレーされましたが、6日は台
風18号の影響で、屋外で開催予定だった9種目が中止となりました。
　2年後には、第29回全国健康福祉祭ながさき大会「ねんりんピック長崎2016」が開催され、長与町ではター
ゲット・バードゴルフ競技が実施されます。

　井戸口さんの作品「テルおばあちゃん」が、美術展洋画部
門で厚生労働大臣賞を受賞されました（同賞受賞は長崎県内
初）。モデルの女性の目がとにかくきれいで、目を描くときに
特に気を使ったそうです。井戸口さんは栃木に足を運ばれ、
来場者の「細部まで描かれている」「写真のようだ」という言
葉を直接聞けて嬉しかったと話しておられました。作品が完成するたびに、長与ニュータウン簡易郵便局にし
ばらくの間作品を飾っておられるため、地域の方々の声も励みになっているそうです。
　現在は、毎日絵を描く中で、来年の県展に出品する絵の題材を探したり、次のステップに進むことを考えて
おられます。
　「テルおばあちゃん」は、町民文化祭の文化作品展（11月8日㊏～ 9日㊐町民文化ホール）に展示されます。
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トピックス

町
の
話
題
を

届
け
ま
す
！

ト
ピ
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人権擁護委員の委嘱 教育委員会委員の任命

消防団協力事業所の認定を行いました。

　法務大臣から7月1日付で芳田眞一さん（新任）、
10月1日付で後藤典子さん（再任）が人権擁護委員
に委嘱されました。
　人権擁護委員は、地域の皆さんから人権相談を受
け、問題解決のお手伝いをしたり、法務局の職員と
協力して人権侵害による被害者の救済をしたり、地
域の皆さんに人権について関心を持ってもらえるよ
うな啓発活動を行っています。
　差別やいじめ、プライバシーの侵害など、人権に
関する悩みや心配事がありましたら、お気軽にご相
談ください。
※ 相談所の開設日程については、毎月の広報誌でお
知らせしています。

問総務課　☎801－5781

　平成26年10月1日付で、長与町教育委員会委員
に古賀清彦さん（岡郷）が再任されました。
　任期は4年。民意を代表して、教育行政の課題に
ついて意見を述べ、教育水準の向上を図ることを、
その使命としています。
　また、同日開催された教育委員会において、村上
光子委員が引き続き教育委員長に選出されました。

　長与町では、消防団員が活動しやすい環境を整え、団員の入団促進と地域防災態勢の
強化を図るため、消防団活動に積極的な協力をしている事業所を認定・公表することと
しました。認定されると「消防団協力事業所」の表示証が交付されます。
　今回、町内7事業所を認定し、9月18日に役場で表示証の交付式を行いました。申請方
法や認定基準、最新の協力事業所一覧などについては長与町のホームページに掲載して
います。地域の安全・安心のため、事業所の皆さまの積極的な申請をお待ちしています。

【長与町消防団協力事業所一覧】（H26.10.1現在）

番号 事　業　所　名 所　在　地
1 大同印刷有限会社 高田郷1229番地6
2 カツミ石工 高田郷351番地
3 白浜技建 高田郷156番地80
4 ブルーインの森 高田郷47番地
5 サポートピア葉山 高田郷2179番地1
6 まるみつ長与店 高田郷3743番地3
7 中村建具店 高田郷1272番地1

問総務課☎801－5782 【表示証】

芳田　眞一さん
（高田郷☎883-3771）

後藤　典子さん
（高田郷☎857-9011）

古賀　清彦さん
（岡　郷）
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医療通訳サポーター養成講座が開催されました。
　8月20日から全3回、長与町で初めての医療通訳サポーター養成講
座が開催されました。
　日本に中長期滞在する外国人の方は今や全国で225万人余、地方に
おいてもボーダーレス化、グローバル化が進み、外国人の方を見かけ
ることも多くなりました。
　日本語があまり上手でない外国人の方が必要な医療サービスを受け
ることができるように、医療従事者とのコミュニケーションのサポー
トをする「医療通訳」に関する基礎知識を学んでいただくことを目標
としたこの講座、予想を超える受講希望者の方々が熱心に講座を受け
ていらっしゃいました。
　今回の講座では、長崎県立大学の李節子教授に「何故に医療通訳が
必要か」という外国人患者に関する医療現場の実情や「医療通訳に求
められるもの」などのお話をしていただきました。「自国との医療制度
の違いや言葉の壁により、日本で医療機関を受診することが困難と考
える外国人も多い。言葉の壁がなくなる事で、多くの外国人が日本で
も医療サービスを受けることが可能になる」、「最終的には、困ってい
る人がいれば助けてあげたいという気持ちが人を動かすんです」とい
う李先生の言葉にみなさん聞き入っていらっしゃいました。
　医療通訳サポーター養成に関する動きはまだまだ始まったばかり、
多くの方々の参加で初めの第一歩を踏み出すことができました。

電動車イス用の交通安全旗を
作成しました！
　交通安全用の三角旗を作成しました。
　ポールなどに結び付けて頂き、日頃、電動車イスを
利用されている方の交通安全用としてお使い下さい。
　町内にお住まいで希望される方は、役場3階地域
政策課までお問い合わせください。

布製、サイズ：縦27cm×横40cm
問地域政策課　☎801－5662

ご寄付をいただきました！
　このたび、医療法人常葉会長与病院様より、秋祭
での売上金を長与町の福祉振興に役立ててもらいた
いと多額のご寄付をいただきました。
　9月13日に開催された長与病院秋祭は、今回で
10回目の節目を迎え、今年はチャリティー形式で
行われました。
　寄付金は趣旨に沿って、福祉振興のために有意義
に活用させていただきます。
　ありがとうございました。
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　町内放送が聞こえづらいです。内容がわからなければ放送の意味がありません。改善をお願いし
ます。

回　答
　まちづくり提案箱へのご意見ありがとうございます。防災・行政無線が聞こえづらいというご意
見を多くいただきご迷惑をおかけしております。
　町内放送は町内61か所の防災無線局を通じて行っており、町内全域をカバーできるようにスピー
カーの向きや音量が調節されています。しかしながら、住宅の立地や住宅の性能そのものである防
音性・密閉性の高さ、気象条件などにより聞こえづらい場合があります。
　そのため、町では、放送内容を確認するための手段として、「防災・行政情報の電話・メールサー
ビス」を行っています。電話で確認する場合は、フリーダイヤル（080-0600-9966）に電話をかけ
ると通話料無料で放送内容が確認できます。メールで確認する場合は、あらかじめ登録をすれば放
送内容がメールで通知されます。非常に便利なサービスですので、ぜひご利用ください。
 ●回答した課　総務課　消防防災係

「まちづくり提案箱」や「ほっとミーティング」に多く寄せられたご意見と回答を紹介します。

長与町の防災・行政無線放送を
電話・メールで確認できます！
電話での確認方法（通話料無料）
フリーダイヤル　080-0600-9966
メールでの確認方法
登録したアドレスにメールで配信し
ます。あらかじめ登録が必要です。
〈登録方法〉
① 下記メールアドレスに空メールを送信、または
バーコードリーダーでQRコードを読み込みます。
　bousai.nagayo-town@raiden.ktaiwork.jp
② 数分以内にメールが届くので、URLから接続し
ます。
③ 「町民」を選択し、「次へ」を押します。
④ 入力内容を確認のうえ、「登録」を押します。
⑤ 登録完了のお知らせメールが届いたら、登録完
了です。
※ 登録に必要な個人情報はメールアドレスのみで
す。情報はこのサービスのためだけに使用します。
※ 登録料は無料ですが、メール受信にかかる通信料
（1通あたり1～ 2円）は利用者の負担となります。
※ 迷惑メール防止機能をご使用の場合は、登録す
る前に「nagayo-town@raiden.ktaiwork.jp」
からのメールを受信できるように設定してくだ
さい。

　まちづくりに関する皆さまの
建設的なご意見・ご提案を募集し
ています。長与町政について日頃
思っている事や疑問を感じてい
る事など、住民皆さまのご意見を
お待ちしています。

平成26年度上半期　投函数（役場受付日で区分）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 計
0 4 4 3 5 6 22

　匿名でのご意見には、回答を差し上げること
ができません。ご意見の内容を正確に確認する
ためにもお名前とご連絡先の記入をお願いしま
す。

● 設置場所（6施設）：長与町役場1階、長与町
公民館、上長与地区公民館、ふれあいセンター、
長与北部地区多目的研修集会施設、長与南交
流センター

問政策推進課　☎801-5780

「まちづくり提案箱」のご案内
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長与町役場 ☎883-1111（代表）問い合わせ 役場からの お知らせ

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

毎週金曜日は健康相談デー !!
　無料で「血圧測定」「検尿」「健康・栄養相談」がうけられます!!
　お近くをお通りの際はぜひお気軽にお立ち寄りください☆☆

【スタッフ】看護師・保健師・栄養士

丸田荘
13時30分～15時30分

11月7日㊎

12月5日㊎

平成27年1月9日㊎

2月6日㊎

3月6日㊎

上長与公民館
13時30分～15時30分

11月14日㊎

12月12日㊎

平成27年1月16日㊎

2月13日㊎

3月13日㊎

役場
9時30分～ 11時30分

11月21日㊎

12月19日㊎

平成27年1月23日㊎

2月20日㊎

3月20日㊎

まんてん
9時30分～ 11時30分

11月28日㊎

－

平成27年1月30日㊎

2月27日㊎

3月27日㊎

※農産物直売所です。

問健康保険課・介護保険課

パソコン講座「年賀状作成」
パソコンをもっと活用してみませんか？

所勤労青少年ホーム4階　パソコン室（駐車場台数に限りがあるため、公共交通機関をご利用ください）
対 18歳以上の町民の方　定 20人　料無料　〆 11月19日㊌※当日消印有効
申下記の①または②の方法で申込みください。
① 「往復はがき」に希望講座番号、住所、氏名、ふりがな、年齢、電話番号、希望講座の受講経験があるか
どうかをご記入のうえ、下記へお送りください。
※複数の講座を希望される方は、希望講座ごとにはがきでお申込みください。
※返信部分には住所、名前のみお書きください。
② 役場2階生涯学習課窓口で受講申込書に記入のうえご提出ください。
　その際は、返信用の「官製はがき」を希望する講座の枚数ご持参ください。

他決定通知 申込多数の場合は、抽選を行い、申し込まれた方全員に「はがき」でお知らせします。
問〒851-2185　長与町嬉里郷659-1　長与町教育委員会生涯学習課　☎801-5682

講座番号 日　程 講　座　内　容 時　間

① 11月26日㊌
表現力をアップする機能を使った文書作成・ワード・イ
ンターネットを利用し、年末年始に欠かせない「年賀状」
などを作成します。（文字入力の練習はありません）

9時30分～ 12時30分

② 11月29日㊏ 9時30分～ 12時30分

③ 12月 1日㊊ 13時～ 16時

④ 12月 3日㊌ 19時～ 21時30分

※全ての講座にサポーターが付きます。テキストはこちらで準備します。
　Windows7/ Offi  ce2010のパソコンを使用して講座を開催しますのでご注意ください。
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いい老後 元気生きがい 交通安全
－高齢者のための交通安全のつどい－

　長与町老人クラブ連合会の主催により交通安全教室など
を受講する機会が少ない高齢者の交通事故をなくすことを
目的に、老人福祉センター大ホールで開かれ約200人が参
加しました。時津警察署交通課高木巡査部長による講話、交
通安全指導員による寸劇が行われ、交通安全に対する意識
向上を図りました。

9/17アグネス・チャンさん講演会
－第51回町民文化祭「文化講演会」－

　「食と健康を考える」をテーマに町民文化ホールで開催さ
れました。アグネスさんは「食べ物は身体を作ります。まずは
自分の体質を知り、体質に合った食べ物を採り、自分の手で
身体を強くしてください」とユーモアを交えながらお話してく
ださいました。また、長年携わられているボランティア活動や
食糧難の問題、現在も続いているアフリカ地方などの戦争問
題についても、力強くお話ししてくださいました。

9/23

安全運転をお願いします！
－交通安全さわやか作戦－

　秋の全国交通安全運動期間中の9月27日、交通事故をな
くそうと、町交通安全対策協議会主催の「交通安全さわやか
作戦」が、JA長崎せいひ長与支店撰果場前広場で行われま
した。
　交通少年団員たちはさわやかな秋空の下、交通安全啓発
品をドライバーに手渡し、「安全運転をお願いします！」と大き
な声で呼びかけました。

9/27心の豊かさと自ら学ぶ力を育てる
－第8回長与町小・中学校科学展－

　長与町民文化ホール1階ギャラリーで開かれました。この
科学展は、「自然に親しみ、自然の事物・現象について実感を
伴った理解を図り、科学的な見方や考え方を養う」ことをねら
いに平成19年度より開催されています。町内の小・中学生が
夏休みを利用して作成した作品162点（小学校118点、中学
校44点）が展示されました。来場者は700人を超え、皆さん
大変熱心に参観されていました。

10/4・5

国体参加者のみなさんを
きれいな花で歓迎します－花いっぱい運動－

　今回は、長崎がんばらんば国体・大会のクリーンアップ運
動の一環として行われました。
　町内13の老人クラブや長与小、長与北小のご協力のも
と、長与川沿いの歩道を中心に国体推奨花であるサルビア
など約8千本が植えられました。
　ご参加いただいた皆さん、ありがとうございました。

9/25全力で競技し学校間の親睦を！
－第43回長与町小学校連合体育大会－

　総合公園運動広場で開催され、町内5校の5・6年生927
人が参加しました。開会式では、洗切小6年の髙嶋あかりさ
んが選手宣誓を行い、競技や応援に元気いっぱい取り組ん
でいました。
大会新記録
・長縄跳び 5年生の部 洗切小　459回
・走り幅跳び 5年生男子の部 長与小　青見　憲　3m83cm

9/26
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お願い
防犯灯が故障
（球切れなど）
の場合は、

役場地域政策課
☎801－5662まで
ご連絡ください。
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決

定
は
配
分
委
員
会
で
行
わ
れ
ま
す
。
必

ず
し
も
助
成
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。（
世
帯
全
員

の
収
入
状
況
、
家
屋
の
所
有
状
況
に
つ

い
て
、
長
与
町
役
場
に
照
会
を
行
い
ま

す
の
で
委
任
状
の
記
入
が
必
要
で
す
）

特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
の
方
・
平
成

26
年
度
中
に
交
通
遺
児
に
な
ら
れ
た
方

申
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

社
会
福
祉
協
議
会
へ
。
申
請
用
紙
は
社

会
福
祉
協
議
会
の
窓
口
及
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

他
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
の
方
は
、

証
明
書
（
特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書
な

ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

「
歳
末
た
す
け
あ
い
バ
ザ
ー
」
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

時
12
月
7
日
㊐
10
時
〜

所
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

※
バ
ザ
ー
へ
の
物
品
提
供
を
お
願
い
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
11
月
上
旬
に
各
家

庭
へ
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
。

問
長
与
町
社
会
福
祉
協
議
会
総
務
課

 

☎
8
8
3

－

7
7
6
0

 

こ
ん
に
ち
は
、じ
ど
う
か
ん
で
す
！

「
ミ
カ
ン
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば
」

 

の
ご
案
内

11月・12月スケジュール
児童館名 開催日 内　容

高田児童館
☎857-4500

11月13日㊍　
11月27日㊍　

好きな遊具で遊ぼう
小麦粉粘土を楽しもう

上長与児童館
☎887-2616

11月11日㊋　
11月25日㊋※
12月 9日㊋　

好きな遊具で遊ぼう
親子ヨガ（外部講師）
好きな遊具で遊ぼう

長与北児童館
☎887-3319

11月20日㊍　
11月27日㊍　

好きな遊具で遊ぼう
お店やさんごっこ

長与南児童館
☎883-3996 11月21日㊎※ 親子ヨガ（外部講師）

長与児童館
☎883-6399

11月21日㊎※
12月 5日㊎　

運動あそび（外部講師）
絵本の読み聞かせ（長与子どもの本の会）

成
人
用
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
が

10
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

福　

祉

長
与
町
社
会
福
祉
協
議
会
「
歳
末
た

す
け
あ
い
見
舞
金
」
申
請
に
つ
い
て

19 広報ながよ 2014.11

長与町役場 ☎883-1111（代表）問い合わせ

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

長
与
町
公
民
館
・
長
崎
県
立
大
学
共
催

地
域
公
開
講
座

第
３
回
「
家
庭
に
お
け
る
子
ど
も
の
事

故
と
感
染
の
予
防
」

　

子
ど
も
の
事
故
や
感
染
は
子
ど
も
の

成
長
・
発
達
・
環
境
な
ど
と
大
い
に
関

連
し
て
い
ま
す
。
講
座
で
は
そ
の
関
連

性
に
つ
い
て
理
解
す
る
と
と
も
に
、
感

染
予
防
で
は
最
も
重
要
と
い
わ
れ
る
手

洗
い
の
効
果
的
な
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

意
味
を
理
解
し
な
が
ら
学
び
ま
す
。

時
11
月
27
日
㊍
14
時
〜
15
時
30
分　

所
長
与
町
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

定
20
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

料
無
料
。
託
児
あ
り
。
申
11
月
20
日

㊍
ま
で
に
電
話
で
申
込
み　

他
講
師
堀

内
啓
子
氏（
県
立
大
学 

看
護
学
科
教
授
）

第
４
回「
女
性
の
た
め
の
就
職
支
援
講
座
」

時
12
月
18
日
㊍
14
時
〜
16
時　

所
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
パ
ソ
コ
ン
室（
4
階
）

対
20
〜
30
代
の
女
性　

定
20
人
（
申

込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
内
「
あ
な
た

は
ど
ん
な
仕
事
を
し
た
い
で
す
か
？
」

就
職
支
援
機
関
の
専
門
員
が
、
パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
て
、
職
業
適
性
検
査
＆
職
業

興
味
検
査
を
行
い
ま
す
。
料
無
料
。

託
児
あ
り
。
申
12
月
11
日
㊍
ま
で
に

電
話
で
申
込
み　

他
講
師
フ
レ
ッ
シ
ュ

ワ
ー
ク
長
崎
ス
タ
ッ
フ

申
・
問
生
涯
学
習
課
（
役
場
2
階
）
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時
11
月
16
日
㊐
11
時
〜
16
時

所
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

ス
テ
ー
ジ
部
門

民
謡
・
民
踊
・
三
味
線
・
合
唱
・
抒
情
歌
・

太
極
拳
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
・
ダ
ン
ス
・

フ
ラ
ダ
ン
ス
・
社
交
ダ
ン
ス
・
カ
ラ
オ

ケ
・
慰
問
演
奏
・
ジ
ャ
ズ
演
奏
な
ど

展
示
部
門

書
道
・
ペ
ン
習
字
・
水
彩
画
・
裁
縫（
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
な
ど
）・
雑
穀
料
理
・
主
催

講
座
写
真
な
ど

そ
の
他

手
作
り
パ
ン
の
販
売
・
お
茶
会

問
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

 

☎
8
8
3

－

6
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2
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お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

所
長
与
町
公
民
館

展
示
の
部

時
11
月
22
日
㊏
14
時
〜
17
時

時
11
月
23
日
㊐
10
時
〜
14
時
30
分

内
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
・
い
け
ば
な
・
編
物
・

和
裁
・
レ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
・
バ
ー
ド
カ
ー

ビ
ン
グ
・
実
用
書
道
・
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
な
ど

演
芸
の
部

時
11
月
23
日
㊐
12
時
〜
14
時
30
分

内
二
胡
・
民
踊
・
吹
矢
・
小
学
生
の

生
演
奏
な
ど
、
長
与
町
公
民
館
講
座
や

長
与
町
公
民
館
管
区
内
地
域
公
民
館
グ

ル
ー
プ
の
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

※
駐
車
場
は
、
三
菱
長
与
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
長
与
町
公
民
館
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－

2
8
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時
12
月
6
日
㊏
14
時
〜

所
長
崎
大
学
中
部
講
堂

内
演
題
「
が
ん
・
認
知
症
と
と
も
に
こ

れ
か
ら
を
生
き
る
、
私
や
家
族
の
選
択
、

そ
し
て
そ
の
先
に
あ
る
も
の
…
」

講
師
長
尾
和
宏
（『「
平
穏
死
」
と
い
う

親
孝
行
』、『「
平
穏
死
」
10
の
条
件
』

著
者
）
料
無
料

申
・
問
在
宅
医
療
・
福
祉
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
長
崎
事
務
局
（
サ
テ
ラ
イ
ト
）

長
与
町
ま
な
び
野
1

－

1

－

1
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（
長
崎
県
立
大
学
看
護
栄
養
学
部
内
）

教
育
・
文
化

2
0
1
4
が
ん
ば
る
公
民
館
応
援
事
業

「
き
ら
っ
と
女
性
セ
ミ
ナ
ー
」
受
講
生
募
集

勤
青
な
が
よ
ま
つ
り

長
与
中
央
公
民
館
ま
つ
り

保　

健

県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
考
え
よ
う
！
こ

れ
か
ら
の
在
宅
ケ
ア
を
」

施設名 講座名 開催日 定員 ガイド 締切

高田地区公民館
☎856－2779
6855－0050

もちつき 12月13日㊏ 20人
きねでおいしいもちをついて、
まるめて、食べよう。
（要実費300円）

12月1日㊊

町立公民館などの施設では、土曜日に小学生を対象に「子ども向け体験講座」
を開設しています。
希望者は、それぞれの施設へ電話、または、FAXで申込んでください。
※時間は10時～ 12時です。申込多数の場合は、抽選となります。

子どもわくわく
体験講座

18対＝対象時＝とき 所＝ところ 内＝内容 定＝定員 料＝料金 申＝申込 他＝その他 問＝問い合わせ〆＝締切



役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

適
法
な
焼
却
施
設
以
外
で
廃
棄
物

（
ご
み
）
を
焼
却
す
る
こ
と
は
法
律
で

原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

煙
の
臭
い
や
灰
な
ど
周
辺
住
民
の

方
々
の
迷
惑
に
な
り
、
有
害
物
質
が
発

生
す
る
原
因
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
火
災
に
繋
が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

お
願
い

　

野
焼
き
の
苦
情
で
最
も
多
い
の
が
住

宅
地
付
近
の
田
畑
で
の
草
木
の
焼
却
に

関
す
る
も
の
で
、「
洗
濯
物
に
臭
い
が

つ
く
」「
家
の
中
に
煙
が
入
っ
て
く
る
」

「
窓
を
開
け
ら
れ
な
い
」
と
い
っ
た
も

の
で
す
。
迷
惑
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん

は
、
野
焼
き
を
さ
れ
て
い
る
方
と
の
関

係
が
悪
化
す
る
の
を
恐
れ
て
、
ひ
た
す

ら
我
慢
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
野
焼
き
は
農
業
を
営
む
う
え

で
致
し
方
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

田
畑
の
近
く
の
住
民
の
皆
さ
ま
も
ご
理

解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
野
焼
き
を
す
る
場
合
は
周
囲
の

住
宅
の
状
況
や
風
向
き
、
時
間
帯
な
ど

を
考
慮
し
て
行
う
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。

問
環
境
対
策
課
☎
8
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犬
に
つ
い
て 

犬
の
放
し
飼
い
は
、
ど

ん
な
に
お
と
な
し
い
犬
で
も
、
犬
が
苦

手
な
方
に
と
っ
て
は
恐
怖
を
与
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
散
歩
は
、
人
に
と
っ

て
も
犬
に
と
っ
て
も
大
切
な
ひ
と
時
で

す
。
糞
は
必
ず
持
ち
帰
り
、
尿
に
は
水

を
か
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。（
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
持
参
す
る
と
便
利
で
す
）

猫
に
つ
い
て 

可
哀
相
だ
か
ら
と
餌
を

与
え
る
だ
け
で
は
、
結
果
と
し
て
、
野

良
猫
を
増
や
す
こ
と
に
な
り
人
間
と
共

生
し
て
い
く
動
物
た
ち
に
と
っ
て
も
不

幸
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

外
飼
い
の
飼
い
猫
は
近
所
で
糞
や
尿
を

し
て
、
知
ら
な
い
う
ち
に
周
り
に
迷
惑

を
か
け
て
い
ま
す
。

犬
・
猫
を
飼
っ
て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら

飼
お
う
と
思
っ
て
い
る
方
へ

・
動
物
を
た
だ
飼
う
だ
け
で
は
情
操
教

育
に
な
り
ま
せ
ん
。

・
高
齢
に
な
る
と
介
護
が
必
要
で
す
。

・
毎
日
の
餌
や
健
康
管
理
に
出
費
が
あ

り
ま
す
。

・
安
易
に
繁
殖
さ
せ
な
い
（
不
妊
去
勢

手
術
）

　

犬
の
放
し
飼
い
、
猫
の
多
頭
飼
い
や

餌
や
り
に
つ
い
て
の
苦
情
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
す
。
も
う
一
度
、
犬
や
猫
た
ち

の
飼
い
方
、
そ
し
て
動
物
た
ち
に
と
っ

て
何
が
幸
せ
な
の
か
を
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

所
有
者
の
い
な
い
ネ
コ
に
対
す
る
不
妊

去
勢
手
術
事
業

　

不
幸
な
命
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
も

不
妊
去
勢
手
術
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

所
有
者
の
い
な
い
ネ
コ
に
つ
い
て
、

1
万
円
で
不
妊
・
去
勢
手
術
を
実
施
し

て
い
ま
す
。詳
し
く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
西
彼
保
健
所　

衛
生
環
境
課
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地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
自
ら
取

り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
方
へ

の
温
暖
化
に
関
す
る
情
報
の
提
供
と
温

暖
化
防
止
活
動
の
普
及
を
進
め
て
く
だ

さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
！

ど
の
よ
う
な
活
動
を
す
る
の
？

　

自
ら
地
球
温
暖
化
防
止
に
資
す
る
行

動
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、
推
進
員
と

し
て
の
資
質
の
向
上
に
努
め
る
た
め
に

県
や
町
が
開
催
す
る
研
修
会
や
講
演
会

な
ど
へ
出
席
し
ま
す
。
ま
た
、
町
や
住

民
な
ど
の
依
頼
に
基
づ
き
、
住
民
に
対

す
る
普
及
啓
発
活
動
（
地
球
温
暖
化
出

前
講
座
な
ど
）
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

活
動
報
告
を
年
2
回
県
へ
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

〆
平
成
27
年
3
月
31
日
㊋
※
応
募
多

数
の
場
合
は
早
め
に
締
切
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

対
町
内
居
住
の
満
20
歳
以
上
（
平
成

26
年
4
月
1
日
現
在
）
の
方

申
「
長
崎
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推

進
員
」
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
持
参
、
郵
送
、
F
A
X
ま
た
は

メ
ー
ル
に
よ
り
申
込
み
。

※
応
募
申
込
書
は
、
長
崎
県
ま
た
は
長

崎
県
環
境
部
未
来
環
境
推
進
課
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

長
崎
県
未
来
環
境
推
進
課
及
び
役
場
環

境
対
策
課
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

他
任
期
平
成
28
年
3
月
末
ま
で

選
考
活
動
経
験
や
「
地
球
温
暖
化
防
止

活
動
推
進
員
と
し
て
取
り
組
み
た
い
こ

と
」
の
内
容
な
ど
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

申
・
問
長
崎
県
未
来
環
境
推
進
課
（
地

球
環
境
班
）
〒
8
5
0

－

8
5
7
0

　

長
崎
市
江
戸
町
2

－

13
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*s09050@
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役
場
環
境
対
策
課
環
境
保
全
係
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家
庭
ご
み
や
廃
棄
物
を
焼
却
し
て
い

ま
せ
ん
か
？

11
月
は
ワ
ン
ワ
ン
マ
ン
ス
で
す
。

〜
犬
・
猫
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
〜

一
緒
に
温
暖
化
防
止
に
つ
い
て
考
え
ま

せ
ん
か
？

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
委
員
募
集

環　

境

詳しくは長崎県未来
環境推進課HPで
確認してね。

21 広報ながよ 2014.11

長与町役場 ☎883-1111（代表）問い合わせ

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

子育て支援センター「おひさまひろば」「でんでんくらぶ」「さくらんぼ」へ遊びにおいでよ！
　『子育て支援センター』は、親子で自由に集えるあそびの広場です。子育てに関する相談、親子のふれあい、
お友達づくりの場、情報交換の場としてお気軽にご利用ください。
◆開館日　月～金曜日　　対町内在住の0歳（生後2か月位）から就学前の子どもと保護者・妊婦の方

「おひさまひろば」
◆時間　10時～ 12時・
　　　　13時～ 16時
※木曜日は13時～ 16時のみ
★ツインズの会（多胎児親子対象）
11月18日㊋10時～ 11時
★『にこにこ相談』（要予約）
就学前の親子を対象とした、専門
カウンセラーによる子育て相談
11月19日㊌、12月3日㊌・17日
㊌10時～ 15時
★絵本よみきかせ
毎週月曜日11時30分～
毎週金曜日15時30分～
所・問
「おひさまひろば」
（ほほえみの家内）
高田郷2005-2
☎855-8551

「 」
◆時間　10時～ 15時
★みんなで遊ぼう（1歳児のみ）
11月18日㊋
★みんなで遊ぼう（2歳児のみ）
11月20日㊍
★みんなで遊ぼう
11月25日㊋、12月2日㊋・4日㊍・
9日㊋
★誕生会（11月生） 11月27日㊍
★自主活動
11月13日㊍、12月11日㊍
※他の日は自主活動になります。
※帽子・お茶持参。動きやすい服装。
※詳しくは園まで。
所・問
あじさい保育園
吉無田郷1221-155
☎883-8853

「さくらんぼ」
◆時間　10時～ 12時・
　　　　13時～ 16時
★園庭で遊ぼう（予約不要）
11月12日㊌、12月2日㊋
10時～ 11時
※帽子・水筒・タオル持参。
★公園で遊ぼう（予約不要）
（嬉里中央公園でみんなで遊びます）
12月24日㊌10時～11時
※現地集合。帽子、タオル持参。
★おはなし会（予約不要）
11月21日㊎、12月19日㊎
10時30分～
※日時は変更になる場合があります。
所・問
長与保育園
嬉里郷675
☎883-2538

高田小学校
至長崎駅 至長与駅

駐車場

百合野

ふ
れ
あ
い

　

セ
ン
タ
ー

ほ
ほ
え
み
の
家

お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば

体育館

あじさい
保育園 公民館

大門ゴールド電気

皆前橋バス停
←至 役場

平井医院

三保寿司

行徳レディース
クリニック

至 寺の下→

長与保育園
子育て支援センター
さくらんぼ

　

三
障
害
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）
の

方
が
一
同
に
集
ま
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
み
、
仲
間
と
の
交
流
を
通
じ
て
健
康

増
進
と
障
害
者
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

時
11
月
29
日
㊏
10
時
〜　

所
町
民
体

育
館　

対
三
障
害
い
ず
れ
か
の
手
帳
を

お
持
ち
の
方　

内
ビ
ン
倒
し
・
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
・
パ
ン
喰
い
競
走
な
ど

料
無
料　

他
主
催
長
与
町
障
害
者
団
体

連
絡
協
議
会
後
援
長
与
町
・
長
与
町
教

育
委
員
会
・
長
与
町
社
会
福
祉
協
議
会

無
料
バ
ス
案
内

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
9
時
↓
J 

R
長
与

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
9
時
20
分
↓
社
会
福

祉
協
議
会
玄
関
前
9
時
25
分
↓
役
場
正

面
玄
関
前
9
時
30
分
↓
寺
の
下
バ
ス
停

9
時
35
分
↓
町
民
体
育
館
着

※
閉
会
式
終
了
後
、
町
民
体
育
館
か
ら

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま
で
運
行
し
ま
す
。

（
13
時
出
発
）

問
ふ
れ
あ
い
広
場
の
祭
典
大
会
事
務
局

相
川 

☎
8
8
7

－

5
1
8
8

（
長
与
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
、毎
週

月
、
水
、
金
、
13
時
30
分
〜
16
時
）

　

該
当
の
方
に
は
、
地
区
の
民
生
委
員

が
訪
問
し
ま
す
。
11
月
末
日
ま
で
に
ご

申
請
く
だ
さ
い
。

対
9
月
1
日
現
在
で
、
長
与
町
に
1

年
以
上
住
ん
で
い
て
、
寝
た
き
り
な
ど

の
家
族
の
介
護
を
、
在
宅
で
1
年
以
上

行
っ
て
い
る
方

見
舞
金

一
時
金
と
し
て
3
万
円（
12
月
末
支
給
）

寝
た
き
り
な
ど
と
は

　

介
護
保
険
法
に
よ
る
要
介
護
状
態
区

分
で
4
も
し
く
は
5
に
認
定
さ
れ
た
方
、

障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
障
害
程
度

区
分
が
5
も
し
く
は
6
に
認
定
さ
れ
た

方
、
も
し
く
は
そ
れ
と
同
程
度
の
状
態

と
認
め
ら
れ
る
方
で
、
1
年
以
上
そ
の

状
態
が
継
続
し
て
い
る
も
の

※
寝
た
き
り
者
（
児
）
が
入
院
ま
た
は

入
所
を
し
た
場
合
は
、
そ
の
期
間
が
年

間
を
通
じ
て
90
日
未
満
の
場
合
に
限
り
、

在
宅
で
介
護
し
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

申
・
問
介
護
保
険
課
高
齢
者
支
援
係

 

☎
8
0
1

－
5
8
2
2

障
害
者
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
16
回
「
ふ
れ
あ
い
広
場
の
祭
典
」

を
開
催
し
ま
す
。

介　

護

寝
た
き
り
な
ど
の
家
族
の
介
護
者
に

 

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

20対＝対象時＝とき 所＝ところ 内＝内容 定＝定員 料＝料金 申＝申込 他＝その他 問＝問い合わせ〆＝締切



役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　

行
政
困
り
ご
と
な
ん
で
も
相
談

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相

談
委
員
が
、
国
の
仕
事
な
ど
、
行
政
に

関
す
る
苦
情
や
要
望
を
受
付
け
、
解
決

や
改
善
を
図
り
ま
す
。

時
11
月
26
日
㊌
13
時
〜
16
時

所
長
与
町
公
民
館

・
行
政
相
談
委
員

　

古
賀
直
美 

☎
8
5
6

－

5
4
4
1

　

堤
惠
美
子 

☎
8
5
6

－

4
8
5
1

・
総
務
省
長
崎
行
政
評
価
事
務
所

 

☎
8
4
9

－

1
1
0
0

　
　

人
権
相
談

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁

護
委
員
が
、
い
じ
め
、
隣
近
所
と
の
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
、
人
権
に
関
す
る
様
々
な

相
談
を
受
付
け
、
問
題
解
決
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。

・
特
設
相
談
所

時
11
月
11
日
㊋
、
11
月
25
日
㊋

　

13
時
〜
16
時

所
長
与
町
公
民
館

・
常
設
人
権
相
談
所

時
土
曜
・
日
曜
及
び
祝
祭
日
を
除
く

毎
日
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

所
長
崎
地
方
法
務
局

 

☎
0
5
7
0

－

0
0
3

－

1
1
0

※
相
談
無
料
。秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
総
務
課 

☎
8
0
1

－

5
7
8
1

　
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
1
9
4
8
年

12
月
10
日
に
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
、

こ
れ
を
記
念
し
1
9
5
0
年
に
、
12
月

10
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、12
月
4
日
〜
10
日
を「
人

権
週
間
」
と
定
め
、
各
地
で
人
権
尊
重

の
大
切
さ
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

長
与
町
で
は
、左
記
の
日
程
で
特
設
人

権
相
談
所
を
設
け
ま
す
。人
権
擁
護
委
員

が
、い
じ
め
、隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、

人
権
に
関
す
る
様
々
な
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
人
権
週
間
」
特
設
人
権
相
談
所

時
12
月
9
日
㊋
13
時
〜
16
時

所
長
与
町
公
民
館

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク

シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、
ひ
と

り
で
悩
ま
ず
、
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

 

☎
0
5
7
0

－

0
7
0

－

8
1
0

時
11
月
17
日
㊊
〜
23
日
㊐
8
時
30
分

〜
19
時
（
土
曜
・
日
曜
は
10
時
〜
17
時
）

他
長
崎
地
方
法
務
局
・
長
崎
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会

　

長
与
町
で
は
、
町
内
の
農
地
の
有
効

利
用
と
荒
廃
を
防
止
し
農
業
振
興
を
図

る
た
め
、
予
算
の
範
囲
内
で
、
落
葉
果

樹
な
ど
の
苗
木
購
入
額
の
1
／
2
以
内

で
補
助
を
行
い
ま
す
。

対
町
内
の
農
業
者
で
町
内
の
農
地
に

植
栽
す
る
方　

申
申
請
書
を
農
林
水
産

課
へ（
申
請
書
は
農
林
水
産
課
で
配
布
）

〆
11
月
21
日
㊎　

他
団
体
取
り
ま
と

め
は
、
各
団
体
の
要
綱
に
よ
り
ま
す
。

問
農
林
水
産
課 

☎
8
0
1

－

5
8
3
6

対
就
職
を
希
望
す
る
方
※
学
生
不
可

申
長
崎
地
域
雇
用
創
造
協
議
会（
長
崎

市
産
業
雇
用
政
策
課
）や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、

協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込
書
を

提
出
。※
応
募
者
多
数
の
場
合
、抽
選
。

合
同
企
業
面
談
会　

※
事
前
申
込
不
要

時
11
月
21
日
㊎
13
時
〜
16
時

所
長
崎
西
洋
館
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

I 

T
基
礎
力
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

時
12
月
16
日
㊋
〜
25
日
㊍
10
時
〜
17

時
※
全
7
日　

所
長
与
町
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー　

定
25
人　

〆
12
月
2
日
㊋

問
長
崎
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

 

☎
8
9
3

－

8
1
7
0

　

11
月
中
旬
か
ら
役
場
企
画
課
で
県
民

手
帳
を
販
売
し
ま
す
。
1
冊
で
長
崎
県

が
わ
か
る
資
料
編
付
き
！
ビ
ジ
ネ
ス
に

生
活
に
ぜ
ひ
お
使
い
く
だ
さ
い
。

料
5
0
0
円
（
税
込
）

問
企
画
課 

☎
8
0
1

－

5
6
6
1

　

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
、
身
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

・
子
イ
ノ
シ
シ
の
近
く
に
は
親
が
い
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
決
し
て
近
づ
か

な
い

・
エ
サ
を
与
え
な
い

・
威
嚇
し
た
り
追
い
払
お
う
と
し
た
り

し
な
い

・
た
て
が
み
を
立
て
た
り
、「
シ
ュ
ー
！
」

と
威
嚇
音
を
発
し
て
い
て
も
あ
わ
て

て
走
り
出
さ
な
い

・
後
ろ
を
向
か
ず
ゆ
っ
く
り
後
退
し
な

が
ら
そ
の
場
を
離
れ
る

・
イ
ノ
シ
シ
の
目
を
見
な
い
よ
う
に
す
る

問
農
林
水
産
課 

☎
8
0
1

－

5
8
3
6

12
月
4
日
㊍
〜
10
日
㊌
は

 

人
権
週
間
で
す
。

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

 

強
化
週
間

長
崎
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
合
同
企

業
面
談
会
・
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

2
0
1
5
年
版
長
崎
県
民
手
帳
を

 

販
売
し
ま
す
。

農
業
者
の
み
な
さ
ん
へ

落
葉
果
樹
な
ど
の
苗
木
購
入
の
補
助

を
実
施
し
ま
す
。

『
も
し
、イ
ノ
シ
シ
に
遭
遇
し
た
ら
…
』
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長与町役場 ☎883-1111（代表）問い合わせ

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

一
部
窓
口
の
開
庁
は
、
庁
舎
1
階
の

生
活
福
祉
部
（
住
民
課
、
環
境
対
策
課
、

福
祉
課
、
健
康
保
険
課
、
介
護
保
険
課
）

で
す
。

◆
開
庁
日
時

11
月
8
日
㊏
・
22
日
㊏
、
12
月
13
日
㊏

9
時
〜
12
時
30
分

※
12
月
27
日
㊏
は
開
庁
し
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
1
月
以
降
の
開
庁
日
は
広
報
誌
な
ど

で
事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
出
入
口
は
、
正
面
玄
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◆
利
用
時
の
注
意
点

・
国
の
機
関
や
県
、
他
の
市
町
村
へ
の

照
会
や
確
認
な
ど
が
必
要
な
業
務
に

つ
い
て
は
、
当
日
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
内
容
に
よ
っ
て
は
お
待
ち
い

た
だ
い
た
り
、
受
付
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

・
取
り
扱
い
で
き
る
業
務
の
詳
細
は
、

事
前
（
平
日
）
に
各
課
へ
ご
確
認
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

問
各
課
へ

 

☎
8
8
3

－

1
1
1
1
（
代
表
）

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発

生
時
に
備
え
、
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い

ま
す
。
こ
れ
は
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
J
ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
た
訓
練
で
、
長

与
町
以
外
の
地
域
で
も
様
々
な
手
段
を

用
い
て
情
報
伝
達
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

時
11
月
28
日
㊎
11
時
ご
ろ

放
送
内
容

　

上
り
チ
ャ
イ
ム
音

　
「
こ
れ
は
、
テ
ス
ト
で
す
」
×
3
回

　
「
こ
ち
ら
は
、
長
与
町
役
場
で
す
」

　

下
り
チ
ャ
イ
ム
音

　
 （

町
内
61
か
所
に
設
置
し
て
あ
る
防

災
行
政
無
線
か
ら
、
一
斉
に
放
送
さ

れ
ま
す
）

※ 

J
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津
波
や

武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、
国

か
ら
人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て
瞬
時

に
お
伝
え
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

問
総
務
課
消
防
防
災
係

 

☎
8
0
1

－

5
7
8
2

時
11
月
18
日
㊋
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

所
長
崎
市
公
会
堂　

対
各
事
業
所
な

ど
の
源
泉
徴
収
事
務
担
当
者

他
源
泉
徴
収
義
務
者
に
、
案
内
状
と

年
末
調
整
関
係
書
類
を
送
付
し
ま
す
。

説
明
会
当
日
は
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

① 

案
内
状
に
記
載
さ
れ
た
指
定
日
時
に

ご
出
席
く
だ
さ
い
。

② 

当
日
は
受
付
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

③ 

会
場
に
は
駐
車
場
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
長
崎
税
務
署
法
人
課
税
第
5
部
門

源
泉
所
得
税
担
当

 

☎
8
2
2

－

4
2
3
1

 

（
内
線
4
5
1
〜
4
5
3
）

　

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
国
民
の
生

活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
様
々
な

行
政
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
活
動

の
た
め
に
必
要
な
経
費
を
賄
う
財
源
が

「
税
金
」
で
す
。

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」
に
合
わ
せ
て

Y
o
u
T
u
b
e
の
国
税
庁
動
画
チ
ャ

ン
ネ
ル
や
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
番
組
「
W
e
b

－

T
A
X

－

T 

V
」
な
ど
の
各
種
情
報
を

発
信
し
ま
す
の
で
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

自
治
会
は
、
ふ
れ
あ
い
活
動
な
ど
を

と
お
し
て
、
地
域
の
連
帯
感
を
高
め
住

み
よ
い
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
の
、

も
っ
と
も
身
近
な
住
民
組
織
で
す
。

次
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

陳
情
・
要
望　

道
路
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
補
修
・
新
設
な
ど
、
生
活
の
安
全
・

安
心
の
た
め
に
行
政
へ
要
望
を
行
い
ま
す
。

情
報
提
供
活
動　

役
場
か
ら
の
お
知
ら

せ
な
ど
生
活
に
身
近
な
情
報
の
回
覧
・

世
帯
配
布
を
行
い
ま
す
。

親
睦　

同
じ
自
治
会
内
で
暮
ら
し
て
い

る
人
同
士
が
親
睦
を
深
め
、
連
帯
感
を

高
め
る
た
め
、
運
動
会
や
夏
祭
り
な
ど

の
行
事
を
行
い
ま
す
。

防
犯　

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
見
守
り
活

動
に
よ
り
、
子
ど
も
や
地
域
の
安
全
を

守
り
ま
す
。

防
災　

自
主
防
災
組
織
な
ど
に
よ
り
、

地
域
防
災
の
た
め
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

環
境
美
化　

清
掃
活
動
や
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
管
理
な
ど
を
行
い
、
環
境
美

化
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

自
治
会
へ
の
加
入
方
法

　

お
住
ま
い
の
地
域
の
自
治
会
長
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

自
治
会
名
や
自
治
会
長
の
連
絡
先
が

分
か
ら
な
い
場
合
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

出
会
い
、
つ
な
が
り
、
支
え
合
い

 

自
治
会
に
入
り
ま
し
ょ
う
！

問
地
域
政
策
課
☎
8
0
1

－

5
6
6
2

く
ら
し

役
場
の
一
部
窓
口
を
、
第
2
・
第
4

土
曜
日
に
開
庁
し
て
い
ま
す
。

11
月
28
日
㊎
に
防
災
行
政
無
線
を
用

い
た
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
26
年
分
給
与
所
得
の
「
年
末
調

整
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

税
を
考
え
る
週
間

 

11
月
11
日
㊋
〜
17
日
㊊

11
月
は
自
治
会
加
入
促
進
月
間
で
す
。
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役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

期　　間 内　　容 主　　催

11月6日～11月12日 教室作品展・体験会 花サロンATSUKO　押花作品展

11月14日～11月19日 絵画の作品展 絵画教室「道草」

11月21日～11月25日 絵手紙作品展 三彩絵手紙教室

11月26日～11月30日 茅葺民家風景画展（油絵画） 渡辺　義春

12月1日～12月7日 水彩画展示 長与創美会

12月8日～12月15日 パステルアート教室の先生と生徒の作品展 パステルアート　かのか教室

12月17日～12月23日 作品展 長与病院　通所リハビリ

12月25日～12月28日 展示会 デイサービス　あかね雲

11月・12月

　役場管財課 ☎801-5784 　　8時30分～19時問 時

Reflection of Wethersfield
～ウェザースフィールド訪問記⑪～

　ハイクレスト小の授業風景を案内していただく中で、各教室を回りながら気
付いたのはその校舎の造り。子どもたちの教室は、長方形ではなく五角形のよ
うな形をしており、入口は基本1か所で扉がなくオープンになっていました。
そんな形状もあってか、部屋の中では子どもたち4～6人が机を寄せて島を作り、
奥の壁の電子黒板の方向にさまざまな向きで学習していました。その配置は教室
毎に違っていてクラスの色が出ているようでした。

　ある中学年の教室では、子どもたちが私たちの方を向き右手を挙げ、全員で「独
立宣言」を暗唱して聞かせてくれました。「自立心」「愛国心」を育むアメリカ
らしい授業でした。
　電子黒板に加え、中学年のクラスでは一人ひとりがタブレットを利用し、そ
れぞれが進度に合わせた学習に取り組んでいる姿を見せてもらいました。ICT
教育にも力を入れている様子が見られ、「教育水準が高い町」と聞いていたとお
りの印象でした。
　ふと、子どもたちの椅子の脚に何かついているのに気付きました。よく見る
とそれは硬式のテニスボールでした。お尋ねすると「床に傷がつかないように」
と古くなったテニスボールを保護者が集めてくださったとのこと。「とても助
かっている」との話を聞き、地域で学校や子どもたちを支えている感じがとて
も好印象でした。
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長与町役場 ☎883-1111（代表）問い合わせ

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

いつまでも安心して暮らせるように
みんなで支え合う「ながよの介護保険」－介護保険の財源－

問介護保険課
　☎801-5822

「介護保険の財源」はどうなってるの？
　65歳以上の方の介護保険料は、介護サービス費（介護に使われる費用）と長与町の65歳以上の人口などに
よって決まります。また、65歳以上の方の保険料で、費用全体の21％を負担しています。

　保険料は「ながよの介護保険」を支えていくための大切な財源です。介護の負担をみんなで支え合うために、
保険料は必ず納めましょう。

Ｑ．保険料を納めないでいると…
Ａ．滞納期間に応じて次のような措置がとられます。
1年以上… サービス費用の全額をいったん自己負担し、申請により後で保険給付分（9割）が支払われます。
1年6か月以上…保険給付の一部または全部が一時的に差し止めとなります。
2年以上…利用者負担が1割から3割に引き上げられたり、高額介護サービス費が受けられなくなります。

29％

21％

50％

国・県・長与町の
公費（負担金）

40～64歳の方の
保険料

65歳以上の方の
保険料

長
与
町
の
介
護
に

使
わ
れ
る
費
用
（
単
位
：
億
円
）

介
護
保
険
の
財
源

19.8 
21.3 

22.5 22.7 22.8 23.3 

0

5

10

15

20

25

H20 H21 H22 H23 H24 H25

　

各
機
関
で
は
、
様
々
な
女
性
に
対
す

る
暴
力
に
関
す
る
相
談
を
受
付
け
て
い

ま
す
。
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
早
め
の

相
談
が
問
題
解
決
へ
の
第
一
歩
で
す
。

●
長
崎
こ
ど
も
・
女
性
・
障
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー 

☎
8
4
6

－

0
5
6
0

 

（
月
〜
金
：
9
時
〜
17
時
45
分
）

●
長
崎
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー 

☎
8
4
6

－

0
5
6
5

 

（
月
〜
金
：
9
時
〜
17
時
45
分
）

●
性
犯
罪
被
害
1
1
0
番

 

☎
0
1
2
0

－

1
1
0

－

8
7
4

 

（
月
〜
金
：
9
時
〜
17
時
45
分
）

●
ス
ト
ー
カ
ー
対
策
係
（
警
察
）

 

☎
8
2
0

－

0
1
1
0

 

（
月
〜
金
：
9
時
〜
17
時
45
分
）

●
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

 

☎
0
5
7
0

－

0
7
0

－

8
1
0

 

（
月
〜
金
：
8
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

●
女
性
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

 

☎
8
3
2

－

8
4
8
4

 

（
月
・
水
：
13
時
〜
17
時
・
19
時
〜

　
　

21
時
、
土
：
13
時
〜
17
時
）

　

長
崎
県
内
で
の
排
水
設
備
工
事
は
、

長
崎
県
下
水
道
協
会
が
認
定
し
た
「
下

水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
」
が

専
属
し
、
か
つ
、
町
長
が
指
定
し
た
工

事
店
で
し
か
出
来
ま
せ
ん
。

　

責
任
技
術
者
と
し
て
登
録
す
る
た
め

の
資
格
認
定
試
験
を
行
い
ま
す
。

時
平
成
27
年
1
月
25
日
㊐
13
時
〜
16
時

所
長
崎
県
建
設
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

料
8
，
0
0
0
円

申
11
月
17
日
㊊
〜
12
月
1
日
㊊
（
9

時
〜
17
時　

土
日
祝
を
除
く
）
ま
で
に

申
込
書
類
を
長
崎
県
建
設
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
へ
直
接
申
込
む
か
、
郵
送
（
簡

易
書
留
）。
※
申
込
書
類
は
長
崎
県
建

設
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
と
長
与
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
ほ
か
、
役
場
下
水
道

課
に
も
あ
り
ま
す
。

他
受
験
資
格
学
歴
に
応
じ
て
、
下
水
道

工
事
な
ど
の
実
務
経
験
が
必
要
。

問
長
崎
県
建
設
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

大
村
市
池
田
2
丁
目
1
3
1
1
番
3

 

☎
0
9
5
7

－

5 

4

－

9
6
3
0

停
止
期
間　

12
月
28
日
㊐

 

〜
平
成
27
年
1
月
4
日
㊐

　

シ
ス
テ
ム
改
修
作
業
の
た
め
、
自
動

交
付
機
発
行
業
務
を
停
止
し
ま
す
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
住
民
課 

☎
8
0
1

－

5
8
2
5

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

 

11
月
12
日
㊌
〜
25
日
㊋

住
民
票
・
印
鑑
証
明
の

 

自
動
交
付
機
を
停
止
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
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役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

－悩むより　かけて安心　＃9110－
ストーカー事案・夫婦間の暴力・児童虐待少年非行・悪質商法・交通問題 など
◎警察安全相談電話 ☎823－9110　◎時津警察署 ☎881－0110

“振り込め詐欺”に注意！
振り込む前に、まず相談を！
◎振り込め詐欺被害防止110番（県警本部）

「警察情報ダイヤル」 ☎0120－110－874

－消費生活相談－
契約トラブル・ITトラブル・架空請求・悪質商法・クーリングオフ等の相談
◎長崎県消費生活センター　長崎市大黒町3－1交通産業ビル4階
☎824－0999　☎823－2781
◎長与町消費生活相談窓口　長与町役場地域政策課内
☎883－1111

ヒャクトウバンヘ－ハナシテミヨウ

24時間電話を通して健康をお届けします。

※祝祭日は前日のテープが流れます。
※朝9時～翌朝9時までの24時間、同じ内容のテープが3分間
流れます。

健康テレホンサービス
（フリーダイヤル）

☎826‒5511
☎0120‒555‒203

11月のテーマ
 月 便の色と病気

 火 緊急手術を要するおなかの痛み

 水 水痘ワクチンをうけましょう

 木 眼球の打撲

 金 ドメスティックバイオレンス（DV）とは？

 土日 尿に泡が混じったら？

平成24～26年度
一般家庭からの燃えるごみ排出量

月
月別排出量（t） 1日1人当たりの排出量（g）

24年度 25年度 26年度 24年度 25年度 26年度
4 615.35 649.54 640.02 481 509 503
5 671.44 657.53 641.87 508 498 488
6 581.97 585.09 582.81 454 458 457
7 628.47 619.42 614.90 473 470 467
8 583.14 571.86 562.22 439 434 427
9 539.89 531.51 592.87 420 417 465
10 596.54 566.65 449 430
11 557.42 522.47 434 409
12 566.92 582.56 427 442
1 585.53 581.99 440 441
2 488.86 477.45 408 401
3 578.00 573.39 439 437

9月末累計 3,620.26 3,614.95 3,634.69 2,775 2,786 2,807
年間合計 6,993.53 6,919.46 3,634.69 5,372 5,346 2,807

分別が守られていない「違反ごみ」が増加しています。いま一度、分別表
をご確認ください。
分別でご不明な点がございましたら、環境対策課までご連絡ください。

長与町住宅用LED電球等補助金申請状況
　住宅用LED電球等補助金制度として、最大5,000
円（商品券）の補助を行っています。
　申込み方法など詳しくは、環境対策課へお問い合
わせいただくか、ホームページをご覧ください。
　予算が無くなり次第終了させていただきます。
※町内業者より購入したものに限ります。

【10月15日現在の申請状況】

申込世帯数 195件

支出済額 898,500円

補助金残額 2,101,500円

9月中 本年累計（対前年比） 飲
酒
運
転
検
挙

者
数（
累
計
）

（
9
月
末
現
在
）

件数 死者 傷者 物損事故 件数 死者 傷者 物損
事故

長
与
町
12 0 13 43 101

（－17）
1

（+1）
118

（－33）
476

（+33） 6

時
津
町
16 0 20 64 146

（－41）
0

（－1）
191

（－40）
629

（－43） 2

県　

下
507 2 664 　 4,668

（－572）
40

（+2）
6,047
（－788）

※交通事故相談
長崎県交通事故相談所　長崎市万才町4－12（日本生命ビル旧館1階）
☎824－1111　内線3776・3777　9時～16時（土日祝日はお休みです）

交通事故発生・
飲酒運転検挙状況

　あなたの献血が患者さんの生命を助けます。
　将来的に血液不足が心配されています。
　愛の献血にぜひご協力ください。

時 11月20日㊍9時～ 13時
所長与町役場玄関前
他  協賛　長与ライオンズクラブ

献血車がまいります。

けんけつちゃん
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役
場
か
ら
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　全国的にも被害のある悪質商法ですが、町内でも
事例が多数確認されています。
　怪しいと思った勧誘には応じないように注意しま
しょう。

相談事例
　先日、自宅に電話があり、「○○社のパンフレッ
トが届いていませんか。必ず儲かる株式なのでぜひ
購入してほしい」と言われた。
　実際、数日前にその会社のものらしきパンフレッ
トが届いており、その旨を話したところ是非購入し
て欲しいと言われ、勧誘を受けた結果、購入するこ
とにした。
　後日、社員を名乗る人が来訪してきたのでその場
でお金を支払ってしまった。
　その後、相手とは一切連絡がつかなくなってし
まった。

アドバイス
● 未公開株などによる被害や相談が、町内でも多数
確認されています。「これから必ず儲かる」「選ば
れた人しか買えないので代わりに買って欲しい」
など、様々な方法で勧誘をされることがあり、注
意が必要です。
● 一度代金を支払ってしまうと、お金を取り戻すこ
とが困難になる場合があります。
　 不審に感じたらその場で判断せず、家族や周りの
人に相談するようにしましょう。
● 相手によってはお金を自宅まで取りに来たり、現
金を送るように求めてくるなど、銀行に記録の残
らないような方法で支払わせようとすることもあ
り、危険です。不審な電話・勧誘があったり封書
が届いた時は消費生活センター又は長与町消費生
活相談窓口へご相談ください。

消費生活相談事例コーナー

困ったときは消費生活センターまたは長与町役場
相談窓口へご相談ください。
長崎県消費生活センター　☎824－0999
長与町消費生活相談窓口　☎883－1111
※ 長与町ホームページでも消費生活に関する
情報をお知らせしています。
　町ホームページ→相談窓口→消費生活相談

必ず儲かる株券を売ってくれる？
「未公開株詐欺」にご注意ください

「平成26年度社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
が発行されます
～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～
● 今年の1月1日から12月31日までに納付した国民
年金保険料は、所得税及び住民税の申告において、
全額が社会保険料控除の対象です。
● 国民年金保険料を9月30日までに納付された方は
11月上旬に、10月1日以降に今年初めて納付され
た方は来年の2月上旬に、日本年金機構より「社会
保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送付さ
れます。
　 年末調整や確定申告の際には、この控除証明書（ま
たは、領収証書）を必ず添付してください。
● 「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」の
照会や再発行（1週間程度で送付されます）につい
ては、基礎年金番号のわかる物をご準備の上、下
記へご連絡ください。
　 なお、再発行は、長崎北年金事務所でも行ってお
ります。
　《控除証明書専用ダイヤル》☎0570-070-117

11月は　ねんきん月間
“11（いい）月30（みらい）日は「年金の日」です!!”

　この機会に、「ねんきん定期便」や「ねんきんネット」
で、ご自身の年金記録と年金受給見込額を確認し、
未来の生活設計について考えてみませんか。
　「ねんきんネット」をご利用いただくと、いつでも
ご自身の年金記録を確認できるほか、将来の年金受
給見込額について、ご自身の年金記録を基に様々な
パターンの試算をすることもできます。
　「ねんきんネット」については、日本年金機構のホー
ムページでご確認いただくか、長崎北年金事務所に
お問い合わせください。

11月30日は
「年金の日」

です

26対＝対象時＝とき 所＝ところ 内＝内容 定＝定員 料＝料金 申＝申込 他＝その他 問＝問い合わせ〆＝締切



パソコンや携帯から資料の検索や貸出し中の資料の予約ができます。
パソコン http://nagayo-lib.jp
携帯 http://nagayo-lib.jp/opac/wopc/pc/mSrv?dsp=TP

図
書
館
通
信

No.303

長与町図書館 TEL 883－1799　FAX 883－7222　開館時間 午前10時～午後6時

※大雨などにより、巡回ができない場合があります。図書館へお問い合わせください。

長与町図書館 TEL 883－1799　FAX 883－7222　開館時間 午前10時～午後6時

 日 月 火 水 木  金 土12
  1 2 3 4 5 6

 7 8 9 10 11 12 13

 14 15 16 17 18 19 20

 21 22 23 24 25 26 27

 28 29 30 31 

 日 月 火 水 木  金 土11
       1

 2 3 4 5 6 7 8

 9 10 11 12 13 14 15

 16 17 18 19 20 21 22

 23 24 25 26 27 28 29

 30 

（火曜日コース） □印 （土曜日コース） ■印
 休館日 ●印

ほほえみ号巡回予定日
図書館カレンダー 人

気
作
家
の
最
新
作

◎
池
永 

陽 

著　
『
炎
を
薙
ぐ
』

◎
折
原 

一 

著　
『
侵
入
者
』

◎
薬
丸 

岳 

著　
『
神
の
子
』

◎
酒
井 

順
子 

著 

『
泣
い
た
の
、バ
レ
た
？
』

◎
津
村 

記
久
子 

著

　
『
エ
ヴ
リ
シ
ン
グ・フ
ロ
ウ
ズ
』

◎
ジ
ュ
ン
パ・ラ
ヒ
リ 

著　
『
低
地
』

＊
＊
長
与
の
子
ど
も
俳
句
＊
＊

　
「
長
与
の
子
ど
も
俳
句
」を
募
集
し
て
い
ま

し
た
が
、小
学
生
2
1
4
9
句
、中
学
生

1
2
7
4
句
、総
数
3
4
2
3
句
の
俳
句
が

集
ま
り
ま
し
た
。 

そ
の
中
か
ら
、特
選
8
句
、

入
選
8
句
、佳
作
23
句
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

特
選
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
選
者
：
柳
原
天
風
子 

氏
）

【
特
選
】

ど
ん
ぐ
り
で　

こ
ま
を
つ
く
っ
て

ま
わ
そ
う
か（
長
与
小
3
年・明
瀬
礼
音
さ
ん
）

あ
り
さ
ん
が 

す
い
か
を
ぬ
す
ん
で

行
っ
ち
ゃ
っ
た（
高
田
小
2
年・小
疇
理
央
さ
ん
）

夏
ま
つ
り　

や
た
い
が
ず
ら
り
と

な
ら
ん
で
る（
洗
切
小
2
年・原
口
光
さ
ん
）

カ
ブ
ト
虫　

ゼ
リ
ー
を
た
べ
て
る

お
い
し
そ
う（
北
小
2
年・梶
本
龍
希
さ
ん
）

ま
ぶ
し
い
な　

組
み
体
そ
う
の

ピ
ラ
ミ
ッ
ド（
南
小
6
年・平
山
奈
央
さ
ん
）

秋
の
日
の　

庭
の
そ
て
つ
の　

た
く
ま
し
き

 （
長
与
中
1
年・山
口
絢
大
さ
ん
）

白
い
シ
ャ
ツ　

ス
イ
カ
の
赤
が　

柄
に
な
る

（
第
二
中
2
年・森
野
菜
々
美
さ
ん
）

ひ
ま
わ
り
が　

自
信
ま
ん
ま
ん　

午
後
一
時

（
高
田
中
1
年・田
中
蓮
さ
ん
）

　

入
選
さ
れ
た
皆
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
！
小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
、今
年
も
、

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

新
し
い
図
書
館
を
考
え
る
20

働
く
人
を
支
援
す
る
図
書
館

　

あ
な
た
も
実
は
知
ら
な
い
う
ち
に
、母

親
か
ら
の
小
さ
な
ス
ト
レ
ス
を
受
け
続

け
て
き
た
の
で
は
な
い
で
す
か
？
喉
に

刺
さ
っ
た
小
骨
の
よ
う
に
、微
妙
だ
け
れ

ど
巧
妙
な
母
親
か
ら
の
ス
ト
レ
ス
に
悩

む
娘
た
ち
へ
、明
る
く
生
き
る
た
め
の
解

決
法
と
エ
ー
ル
を
贈
る
。

❖
香
山　

リ
カ 

著

　

 『
怒
り
始
め
た
娘
た
ち
』

　

沖
縄
の
石
垣
島
に
、息
子
と
移
住
し
て

3
年
あ
ま
り
。旅
の
人
と
い
う
に
は
や
や

長
く
、島
の
人
と
い
う
に
は
ま
だ
短
い
時

間
が
流
れ
た
。旅
人
で
も
島
人
で
も
な
い

宙
ぶ
ら
り
ん
だ
か
ら
見
え
る
も
の
を
綴
る
。

❖
俵　

万
智 

著

　
『
旅
の
人
、島
の
人
』

【
今
月
の
本
棚
か
ら
】

　

警
察
学
校
で
の
成
績
が
同
点
で
1
位

だ
っ
た
耕
史
と
史
香
。彼
ら
は
卒
配
後
も

手
柄
を
争
い
、出
世
を
し
て
い
く
が
、な
ぜ

2
人
は
張
り
合
い
続
け
る
の
か
？

❖
長
岡　

弘
樹 

著

　

 『
群
青
の
タ
ン
デ
ム
』

図
書
館
通
信

　

近
年
、公
共
図
書
館
に
は
、書
籍
や
資
料

の
収
集
・
提
供
だ
け
で
な
く
、住
民
の
生
活

上
の
興
味
・
関
心
や
疑
問
、地
域
課
題
の
解

決
に
必
要
な
情
報
の
提
供
、さ
ら
に
は
地
域

の
産
業
を
支
援
す
る
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

北
海
道
置
戸
町
図
書
館
は
、ビ
ジ
ネ
ス
支

援
の
原
型
と
な
る
図
書
館
だ
と
言
わ
れ
ま

す
。地
場
産
業
の
林
業
に
着
目
し
、社
会
教
育

で
研
究
集
会
が
開
催
さ
れ
る
の
に
合
わ
せ
て
、

公
民
館
で
は「
木
に
親
し
む
日
」を
設
定
し
、

手
作
り
お
も
ち
ゃ
製
作
活
動
を
実
施
。図
書

館
で
は
関
連
資
料
の
収
集
、「
木
と
暮
ら
し
」

コ
ー
ナ
ー
や
木
製
遊
具
の
設
置
な
ど
に
努
め
、

町
の
木
工
芸
特
産
品「
オ
ケ
ク
ラ
フ
ト
」が
誕

生
し
た
の
で
す
。

　

長
与
町
の
基
幹
産
業
と
言
え
ば
、み
か
ん

を
中
心
と
す
る
果
樹
栽
培
。図
書
館
に
は
、専

門
書
や
機
関
誌
な
ど
を
そ
ろ
え
る
だ
け
で
な

く
、県
内
外
、あ
る
い
は
世
界
の
産
地
や
事
業

所
、各
種
研
究
機
関
と
リ
ン
ク
で
き
る
環
境

の
整
備
、役
場
担
当
課
と
連
携
し
た
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
や
企
画
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

新
図
書
館
が
長
与
町
の
産
業
の
発
展
や
町

の
活
性
化
に
寄
与
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め

に
は
、職
員
の
専
門
性
を
高
め
る
研
修
が
必

要
で
す
が
、町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
や
リ
ク
エ
ス
ト
も
重
要
で
す
。利
用
者
の
注

文
や
声
に
応
え
よ
う
と
努
力
す
る
こ
と
で
地

域
の
図
書
館
と
し
て
育
っ
て
い
く
か
ら
で
す
。

（
長
与
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
）

お
け 

と

書
館
通
信

29 広報ながよ 2014.11

0歳児　『泣き声は　家族をつなぐメッセージ　まずは声かけ抱き寄せて』
1歳児　『イヤイヤは　人生初の自己主張　こんな時期だと楽しんで』
2歳児　『「自分でする」強気な姿勢を見守って　そっと差し出す支えの手』
3歳児　『何度言っても繰り返す　大目にみてね　いたずらも』
4歳児　『大きくなったと思っても　まだまだいっぱい抱っこして』
5歳児　『認めよう！やる気を信じて待つことで　頭も体も使う子に！』

愛されている　その自信が子どもの心の出発点
子育てのポイント『標語』

No.261

園紹介③

　

道
ノ
尾
駅
か
ら
浦
上
水
源
地
方
面
へ
向
か
う

途
中
に
道
の
尾
保
育
園
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
ば
を
走
る
車
の
音
に
も
負
け
な
い
く
ら
い
、

園
内
に
は
い
つ
も
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
声
が

響
き
渡
っ
て
い
ま
す
。近
く
に
あ
る
道
ノ
尾
グ
ラ

ン
ド
や
さ
く
ら
野
公
園
、赤
迫
ふ
れ
あ
い
公
園

は
、四
季
折
々
の
自
然
に
触
れ
合
え
る
絶
好
の
お

散
歩
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
園
で
は
、『
○
明
る
い
子
ど
も
○
優
し
い
子

ど
も
○
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
子
ど
も
』を
保
育
目
標

に
日
々
い
ろ
ん
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

運
動
会
や
秋
祭
り
、遊
戯
会
な
ど
の
大
き
な
行

事
の
ほ
か
、年
間
を
通
し
て
食
育
や
体
育
指
導
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

食
育
で
は
、ト
マ
ト
や
ナ
ス
、キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の

苗
を
植
え
、収
穫
し
た
野
菜
を
調
理
す
る
こ
と
で

野
菜
嫌
い
の
子
も「
お
い
し
い
！
」と
に
っ
こ
り
。秋

に
は
芋
団
子
を
作
り
、旬
の
食
材
を
美
味
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

体
育
指
導
で
は
、縄
跳
び
、鉄
棒
、跳
び
箱
な

ど
次
か
ら
次
へ
と
い
ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
大
切
に
、一
人
ひ
と
り

に
合
っ
た
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。苦
手
だ
っ
た
野

菜
を
食
べ
る
こ
と
が
出
来
た
り
、逆
上
が
り
が
出

来
た
と
い
う
達
成
感
か
ら
自
信
が
生
ま
れ
、そ
の

自
信
が
や
る
気
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
夏
祭
り
や
敬

老
会
な
ど
の
催
し
物
に
参
加
し
、地
域
と
の
交
流

を
深
め
て
い
ま
す
。第
2
・
4
土
曜
日
に
は
、園
庭

開
放
も
行
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ

さ
い
。 道

の
尾
保
育
園

　

サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
の
静
か
な
住
宅
地
に
あ
る
あ

じ
さ
い
保
育
園
。天
気
が
良
い
日
は「
い
っ
て
き

ま
ー
す
」と
散
歩
に
行
く
子
ど
も
た
ち
の
、元
気

な
声
が
響
き
渡
り
ま
す
。丘
の
上
か
ら
見
渡
す

春
の
中
尾
城
公
園
の
桜
、秋
は
周
り
の
山
々
の

紅
葉
を
見
る
こ
と
が
で
き
、四
季
折
々
を
満
喫

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
食
育
の
実
践
を
少
し
お
話
し
し
ま

す
。食
べ
る
こ
と
が
大
事
と
い
う
こ
と
で
、春
先

に
園
長
と
共
に
野
菜
の
苗
を
た
く
さ
ん
の
プ
ラ

ン
タ
ー
に
植
え
つ
け
、時
期
が
く
る
と
収
穫
し
、

そ
れ
を
使
っ
て
の
ク
ッ
キ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま

す
。園
で
と
れ
た
梅
で
梅
干
作
り
、し
そ
ジ
ュ
ー

ス
も
作
り
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
で
切
っ
た
り
、混
ぜ
た
り
す
る
こ

と
で
、食
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
き
ま
し

た
。そ
し
て
今
年
か
ら
”郷
土
料
理
を
作
ろ
う“

と
い
う
試
み
で
、1
回
目
は
長
与
の「
煮
ご
み
」

に
挑
戦
。

　

普
段
は
全
部
一
緒
に
煮
込
む
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
が
、切
り
方
も
色
々
あ
る
こ
と
を
知
り
、

煮
込
む
の
も
ひ
と
つ
ず
つ
で
、素
材
そ
の
も
の
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。次
回
は
県
内
の

ど
こ
の
料
理
で
し
ょ
う
か
？
楽
し
み
で
す
。

　

園
の
事
業
と
し
て
は
、子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー「
で
ん
で
ん
く
ら
ぶ
」を
行
っ
て
い
ま
す
。随

時
遊
び
に
く
る
こ
と
が
出
来
ま
す
よ
。園
庭
開

放
も
第
1
・
3
土
曜
日
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。駐

車
場
も
あ
り
ま
す
の
で
、ど
ん
ど
ん
遊
び
に
来

て
下
さ
い
。沢
山
の
め
だ
か
が
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 あ

じ
さ
い
保
育
園

子
育
て
ら
ん
ど

28
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シルバー人材センター
パソコン表計算基礎講習受講者募集
　雇用就業を希望する高齢者が技能を習得することに
より、就業機会の確保につなげることを目的としてい
ます。
時 12月2日㊋～12日㊎の間で9日間（土日除く）10時
～16時（5時間）　所ふれあいセンター　対 55歳以上で、
公共職業安定所に求職登録された方　内 Excelの基本操
作、表作成・データ活用などの基礎知識　申 11月10日
㊊～21日㊎　定 15人　料無料
申・問長与・時津シルバー人材センター
　　　 《長与町支部》☎887-0800

社会福祉法人のぞみ会　創立20周年記念事業
『80歳エベレスト登頂　三浦雄一郎氏　講演会』
時 12月4日㊍18時30分～　所長与町民文化ホール
他  演題 齢を重ねてなお、～明日へ挑戦し続ける勇気～
　※入場は無料ですが、事前申込が必要です。
申・問社会福祉法人のぞみ会　☎887-3333

平成26年度消防設備士試験実施のお知らせ
時平成27年1月25日㊐10時～
所長崎大学文教キャンパス
内甲種（特類、第1類～第5類）、乙種（第1類～第7類）
申書面申請　11月17日㊊～28日㊎
　電子申請　11月14日㊎～25日㊋
問消防試験研究センター長崎県支部　☎822-5999
　〒850-0032　長崎市興善町6番5号

自衛官募集「陸上自衛隊高等工科学校生徒」
対平成27年4月1日現在で、15歳以上17歳未満の者
推薦採用試験
時平成27年1月10日㊏～12日㊊までの間の指定する1
日　〆 12月5日㊎
一般採用試験
時平成27年1月24日㊏　〆平成27年1月9日㊎
申・問自衛隊琴海地域事務所　☎884－2809

平成27年度　長与町内私立幼稚園の園児募集
　11月1日㊏から願書を受付けています。入園に関す
るお問い合わせは、各幼稚園までお願いします。
問フレンド幼稚園　☎883-6550
　高田郷940（県立大学シーボルト校前）
　あやめ幼稚園　☎883-2647
　嬉里郷855（親和銀行長与支店横）
　上長与幼稚園　☎883-4035
　吉無田郷1489-94（長与ニュータウン内）

長与町公共施設等管理公社職員（給食調理員）を
募集します。
勤務時間
・学校給食共同調理場　8時30分～16時30分
・各単独校調理場　　　8時15分～16時15分
　※ 内1時間の休憩あり。土、日、祝祭日が休日。他管

理公社規定による。
条件（月給制）①平成26年度初任給　116,500円　②通
勤手当　③賞与　年2.6月分※労災・社会保険あり（雇
用期間の定めはありません）　募集人数 若干名
対①平成26年10月末日において20歳以上59歳未満の
方　②長与町内居住者　③平成27年4月1日から勤務可
能な方　④普通自動車免許をお持ちの方
申 11月17日㊊～12月1日㊊までにJIS規格の履歴書に
記入して提出。郵送の場合12月1日㊊消印有効。
時  第1次試験12月14日㊐
　第2次試験の日程は、合格者のみに連絡。
問長与町公共施設等管理公社事務局
〒851-2128　西彼杵郡長与町嬉里郷659番地1
（長与町役場車庫棟2階）☎883-1111（内線501）

第31回みんなの技能のひろばを開催します。
　「あなたの“技能”が社会をつくる！あつまれ未来の
“匠”たち」と題し、専門校の訓練生が製作した作品の展
示・即売やものづくり教室など開催します。
時 11月23日㊐　10時～14時30分
所長崎高等技術専門校（高田郷547-21）
問長崎高等技術専門校企画広報室　☎887-5671

長崎県立大学学術講演会
所長崎県立大学シーボルト校　料無料
申事前申し込み不要。駐車場あり
問シーボルト校総務企画課　☎813-5500
①大人が笑えば子どもは笑う
～子どもは空気を敏感に感じている～
時 12月13日㊏13時30分～15時30分
講師 大棟耕介氏
　　 （日本ホスピタル・クラウン協会　理事長）
②スポーツで地域をつなぐ（遠隔会場）
時 12月20日㊏13時30分～15時30分
講師 浅沼道成氏
　　 （岩手大学人文社会科学部人間科学過程教授）
③報道現場から見る「節目の年」
～2014年の日本・世界～
時 12月21日㊐13時30分～15時30分
講師 金平茂紀氏
　　 （TBS報道局・同局キャスター・同局執行委員）
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スポーツ広場N A G A Y O
長与町体育協会　
TEL・FAX887-5374
（長与町民体育館内）
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第39回「長与町ロードレース大会」
～みんなで走ろう みどりの町 ながよ～

■時平成27年1月18日㊐　※雨天決行
■所長与総合公園運動公園広場
■内 種目 10km（男子の各年代）
  5km（男子・女子の各年代）
  3km（中学生の男・女）
  2km（小学生4～6年の男・女）
  1km（小学生1～3年の男・女）
■申申込書に参加料を添えてお申し込み下さい。申込書
は町民体育館、スポーツ振興課にあります。

■〆11月28日㊎必着
　 ※町内小中学生は11月21日㊎必着
■他  主催 長与町体育協会

スポーツ講習会を開催します！

【テーマ】ウォーミングアップとストレッチング

【講 師】山本　聖子　先生
　　　 （ストレングス＆コンディショニングスペシャリスト）
■時11月29日㊏　19時～20時
■所長与町民体育館（長与町岡郷）　■料無料
■他体育館シューズを持参してください。
■問長与町体育協会 …………………☎887-5374
　長与町民体育館 …………………☎887-2781
　長与町教育委員会スポーツ振興課…☎801-5683

サト  コ

沿道のみなさまの
応援をよろしく
お願いします!!

正しいストレッチを覚えて、
楽しく、気持ちよく

からだを動かしてみませんか？

長与町体育協会事務局（町民体育館内）
〒851-2121　長与町岡郷614-4
☎887-5374　☎887-2781

申込先

ス
ポ
ー
ツ
広
場
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あなたが写した
町の発見を
ご紹介します

講演会「防災時の心構えについて」
　9月6日、嬉里中央防災センターにおいて県民ボランティ
ア振興基金・旭芳郎先生より防災時の心構えについての話
を伺いました。
　我々の住む日本は、とても自然災害の多い国です。将来
どんなことが起きるか分からない災害について、災害意識
を高めるための、災害現場の様子を映像で学びました。地
域による防災・避難・救助活動・安否確認表示など、日頃か
らの地域交流を深めておく必要性も感じました。後半は、旭
先生の自費防災グッズの披露に頷き、食べ物の多さに爆笑
したりの楽しく意義ある講演会でした。自治会からは、参加
者65人に防災時に欠かせない手袋と携帯食のお土産があ
り、今後の課題を考える最良の1日でした。

嬉里中央自治会婦人部　坂上トモエ

長与ライオンズクラブ奉仕活動
　長与ライオンズクラブ結成20周年記念事業の
一環として、長与町内各小・中学校7校に木製の
テーブル・ベンチ（校庭に設置）を寄贈しました。そ
の防腐剤塗布作業を毎年実施していますが、今年
は、去る9月13日に長与ライオンズクラブ会員並
びに関係者の方々と無事に作業を終えることがで
きました。
※長与ライオンズクラブは現在結成25年になり
ます。長与ライオンズクラブに入会されてみま
せんか。

「全国シニアソフトボール古希大会」
で準優勝 －ビクトリー長崎古希（長与町）－
　全国から総勢34チームが参加した第20回記念「全国シニ
アソフトボール古希大会」（68歳以上）が、9月26日～29日の
4日間、宮崎県総合運動公園広場を主会場に開催されました。
　ビクトリー長崎古希は、長与シニアソフトボールクラブ
（長与在住者）を主体に、本年3月に結成した新チームです。
　今大会には14人の選手が参加しました。西村薫（岡郷）、
土手克己（百合野）両投手を含む9人（レギュラー7人）の長
与シニア選手の活躍、そしてチームの団結と全員戦力の見
事な戦いで、準決勝までの5試合を勝利し、優勝は逃すも初
出場で準優勝することができました。
　当チームは、現在部員数16人、平均年齢70歳、生涯ス
ポーツとして愛好し、「融和・親睦を図る」と共に技術の向
上、健康増進に努め楽しく活動しています。これからもご声
援よろしくお願いいたします。

ビクトリー長崎　監督　吉村淳

“遊びをとおして親睦を！”
－子どものつどい－

　町内の子ども会員が、日頃の活動の成果を発表し合
い、いろいろな遊びや体験を通して交流を深め合う「第
41回長与町子どものつどい」が9月28日、町民体育館
で行われました。
　300人以上の子どもが集い、各コーナーでの遊びや
アトラクションを体験。
　体育館内では、お手玉、けん玉などの昔の遊びを教
わったり、革工芸ラッコのキーホルダー・折り紙などのも
の作りやジュニア・リーダーやボーイスカウトの協力によ
るプラバン作りや冒険の広場などに挑戦しました。
　昼食後のアトラクションでは平木場地区「切りん鼓」に
よる太鼓演奏が披露されました。
　屋外では、竹馬・こままわし
のチャンピオン大会、輪まわし
など、普段体験できない遊びを
通して、他地区の子どもたちと
の交流を楽しんでいました。
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写真・投稿者の氏名（匿名希望・ペンネームも可）・自治会名・
広報ながよを読んでの感想を添えてください。
※ただし、人を撮られる場合は、広報ながよに掲載することの承
諾を受けておいてください。

●郵　送 〒851-2185 長与町嬉里郷659-1長与町役場　
 政策推進課「掲載希望のページ名」（例）「地元再発見」行 とご記入ください。
●持　参 役場3階政策推進課窓口まで
●メール nagayo@nagayo.jp
 件名に「掲載希望のページ名」（例）「ガンバリスト」とご記入ください。
《期　限》 原則として、毎月7日までに投稿された場合は、翌月の広報ながよに掲載します。 

また、8日以降の場合は、翌々月の広報掲載となります。

※なお、掲載された写真・氏名（匿名）・コメント等は公開されることをご了承ください。その他、広報として
　適当でないと思われるものは掲載できません。

ガンバリスト
（400字程度）

町内にお住まいの方で結成されたグループやサークル、スポー
ツ・文化・ボランティア活動などの団体等をご紹介ください。

地元再発見
（200字程度）

題材は自由です。お住まいの自治会の行事や風景、特技を
お持ちの方などジャンルを問わずご紹介ください。

あなたの撮影写真を
「広報ながよ」に
載せよう!!

投稿要領編集後記

　今月の特集では、「長与の歴史」を取り上げました。
　長い歴史を有する長与町ですが、その中でも特に
興味をひいたのが、中世の山城についてでした。
　ただの山だと思っていたものが、実はお城跡だっ
たとは…。もし自分が、攻め入る立場だったら、この
城のこの坂をどうやって登ろうか…守る立場だった
ら、山の傾斜や川などの自然をどう利用して敵の侵
入を防ごうか…なんて考えながら写真撮影＆山登り
していました。身近なところにもロマンがありますね。
　さらに驚いたのが、旧石器時代は大村湾には海
水がなく、堂崎が盆地だったことです。また町の見え
方が変わりました。
　ご指導くださいました久原先生ありがとうござい
ました。

（IKA）

写
広にに「広広 なが「広報なながよ」に

載せせよう!! ※ただし
諾を受

85 長与
 政策推進課「掲載
●持　参 役場3階政策推進
●メ ル @

ガンバリ
（400字程

地元再発
（200字程

※

●郵　送 〒851-218
政策推進課

ガ
（

地
（

載載せせよう!!

平成26年度長与町民文化ホール自主事業

「歌う海賊団ッ！」ファミリーコンサート

■時
■所 長与町民文化ホール
■料  《全席指定》
　 一　　　般 1,300円（当日券1,500円）
　 親子ペア券 1,500円（当日券1,700円） ※大人1名+中学生以下1名
　 中学生以下    500円（当日券700円）

※前売り券で全席完売した場合は、当日券の販売はございません。
※3歳未満、ひざ上無料。ただし、座席が必要な場合は有料とします。
※お子様に必ずご家族がご同伴ください。お子様のみの入場はご遠慮ください。
※身障者席、母子室席については、生涯学習課にお問い合わせください。
※駐車場に限りがありますので、できるだけ乗り合わせていただくか公共交通機関をご利用ください。

主催　長与町教育委員会

平成27年1月24日㊏ 開場　13時30分　開演　14時

・役場生涯学習課
・長与町民文化ホール
発売開始予定日
11月26日㊌～

チケット販売所

送迎車運行します
JR長与駅ロータリー発
13～14時まで随時運行予定

Photo by Yasuo SHISHIDO Illustrated by tom

35 広報ながよ 2014.11

切
り
取
り
線

20
14
年
12
月

第
2・
4
金
曜
日

す
て
っ
ぷ
＆
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康
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康
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♥
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 ☎
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この「広報ながよ」は、環境に
配慮し古紙100％の再生紙と
揮発性有機化合物を一切含
まないNON-VOCベジタブル
インキで印刷されています。
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 人口 42,492人 （ ＋  21 ）
 世帯 16,624世帯 （ ＋  92 ）

 男 20,304人 （ ＋ 36 ）
 女 22,188人 （ － 15 ）

出生 46人
死亡 25人

転入 181人
転出 143人

平成26年10月1日現在（前年比）
※住基法の改正により、
　2012年7月より外国人
　居住者数も含まれています

人口のうごき 9月中のうごき


